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秋
の
実
り
を
収
穫
体
験

　10月４日、ＮＰＯ法人「ふくろうの森」が、大麻町の 
田んぼで稲刈り体験を催し、子どもたち31人が稲刈りと
田んぼの生き物探しを楽しみました。
　今回刈った稲は、この催しの参加者らが６月に植えた
もの。子どもたちは農家の方から刈り方を教えてもらい、
一株ずつていねいに刈り取っていきました。参加した子
どもからは「思ったより堅かったけど、コツを教えてもら
うと早く刈れて楽しかった」と笑みがこぼれていました。

【特集】 行財政改革計画
　　　 スーパー改革プランを改定します

鳴
門
携
帯
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
：
災
害
情
報
や

休
日
当
番
医
な
ど
の
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 1 1
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「
ス
ー
パ
ー
改
革
プ
ラ
ン
」を

改
定
し
ま
す 

最
小
の
経
費
で
最
大
の
住
民
福
祉
を
実
現
す
る
た
め
の
計
画

　

市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効

率
的
な
行
政
運
営
の
確
立
を
図
る
た
め
、

「
鳴
門
市
ス
ー
パ
ー
改
革
プ
ラ
ン
」に
基
づ

く
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

26
年
度
が
計
画
期
間
の
最
終
年
度
と

な
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
庁
内
組
織
に
加

え
て
外
部
有
識
者
に
よ
る
懇
話
会
を
設
置

し
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
計
画
の
改
定
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

財
政
の
現
状
と

新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

　
本
市
の
財
政
状
況
は
、
人
口
の
減
少
や

地
価
の
下
落
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
市
税

の
大
き
な
伸
び
は
見
込
み
に
く
く
、
歳
出

に
お
い
て
は
、
生
活
保
護
費
を
は
じ
め
と

す
る
扶
助
費
の
増
大
な
ど
義
務
的
経
費
が

財
政
を
圧
迫
す
る一方
で
、
公
共
施
設
の

耐
震
化
や
防
災
対
策
の
推
進
、
子
育
て
・

教
育
環
境
の
充
実
な
ど
、
緊
急
性
の
高
い

施
策
に
つ
い
て
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の

急
速
な
進
行
な
ど
、
社
会
情
勢
の
変
化
に

伴
う
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
市
民
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ
、
地
域

社
会
を
支
え
る
新
し
い
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
と
な
って
い
ま
す
。

改
定
の
方
向
性

■ 

７
つ
の
基
本
目
標

　
１	

歳
入
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

　
２	

歳
出
の
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み

　
３	

特
別
会
計
及
び
地
方
公
営
企
業

　
　

	

会
計
の
健
全
化

　
４	

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営

　
５	

行
政
運
営
機
能
の
強
化

　
６	

定
員
管
理
と
給
与
等
の
適
正
化
と

　
　

	

職
員
の
能
力
向
上

　
７	

市
民
協
働
の
推
進
と

　
　

	

市
民
と	

と
も
に
歩
む
市
政
の
実
現

■ 

取
り
組
み
目
標
・
内
容
の
明
確
化

　

現
計
画
の
取
り
組
み
の
中
で
、
着
実
に

改
革
を
推
進
し
て
い
る
も
の
の
進
捗
に
遅

れ
が
出
て
い
る
項
目
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

全
取
り
組
み
項
目
の
見
直
し
を
行
い
、
よ

り
実
行
力
を
持
っ
た
計
画
に
し
ま
す
。

■ 

財
政
健
全
化
の
さ
ら
な
る
推
進

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
職
員
数
の
削

減
を
強
力
に
推
進
し
、
類
似
団
体
に
近
い

適
正
な
職
員
数
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
中
、
更
な
る
人

件
費
の
抑
制
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
次
期
計
画
で
は
職
員
数

の
削
減
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
か
な
い
よ
う
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の

推
進
に
よ
っ
て
、
臨
時
職
員
や
嘱
託
・
再

任
用
職
員
も
含
め
た
総
職
員
数
の
適
正
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

市
民
協
働
で
計
画
を
策
定
・
推
進

　

現
計
画
策
定
後
に
、「
鳴
門
市
自
治
基

本
条
例
」が
施
行
さ
れ
た
た
め
、
取
り
組

み
内
容
に「
市
民
協
働
の
推
進
」に
関
す
る

項
目
を
掲
げ
、
素
案
策
定
後
に
は
地
区
自

治
振
興
会
な
ど
への
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
広
く
ご
意
見
を
い

た
だ
く
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

■ 「
未
来
に
向
け
た
地
域
経
済
活
性
化

　

 

施
策
の
方
向
性
」の
掲
載

　
職
員
数
の
削
減
な
ど
の
行
政
内
部
改
革

だ
け
で
は
、
市
財
政
の
長
期
的
な
安
定
を

図
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
今
後
の

課
題
と
し
て
定
住
・
交
流
人
口
の
増
加
、

雇
用
の
確
保
、
産
業
振
興
な
ど
の
市
全
体

の
体
力
を
高
め
る
施
策
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
改
革
の
先
に
あ
る
、

未
来
に
向
け
た
地
域
経
済
活
性
化
施
策
の

方
向
性
を
あ
わ
せ
て
示
し
ま
す
。

鳴門市スーパー改革プランとは

プラン改定の基本理念
「自立的で持続可能な行財政システ

ムの確立」

　財源の確保や事業見直しによる歳出
の削減などの改革を推進するため、市
行政全体の最適化を考慮しつつ、「行政
改革のための計画」と「財政健全化のた
めの計画」を統合、改革の先にある将
来取り組むべき施策の方向性を示し
た、新たな行財政健全化の柱。

［　特　集　］
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「
鳴
門
市
ス
ー
パ
ー
改
革
プ
ラ
ン
」に
お

け
る
４
年
間
の
主
な
取
り
組
み
実
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。

歳
入
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

■
市
税
徴
収
率
の
向
上

　
徴
収
率
88
・
８
％
→
90
・
８
％
。

　
約
５
億
４
０
０
０
万
円
の
増
収
。

■
各
種
使
用
料
の
収
納
率
向
上

　
約
２
８
０
０
万
円
の
増
収
。

■
保
有
財
産
の
売
却
・
貸
付
け

　
約
１
億
５
５
０
０
万
円
の
歳
入
確
保
。

歳
出
の
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み

■
光
熱
水
費
の
削
減

　
第
３
次
鳴
門
市
地
球
温
暖
化
対
策

　

実
行
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で
に
約

　
６
０
０
万
円
を
削
減
。

■
補
助
金
の
整
理
合
理
化

　
約
６
３
０
０
万
円
の
歳
出
削
減
。

■
特
別
職
給
与
な
ど
の
減
額

　

特
別
職
給
与
や
管
理
職
職
員
の
給
料

　
月
額
な
ど
の
減
額
措
置
を
継
続
。

　
約
２
億
４
３
０
０
万
円
の
歳
出
削
減
。

地
方
公
営
企
業
の
経
営
改
革

■
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門
の
経
営
改
革

　

経
営
改
革
や
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
取
り

　
組
み
、
単
年
度
収
支
の
黒
字
化
。
累
積

　
赤
字
の
解
消
を
達
成
。

■
市
営
バ
ス
事
業
の
廃
止

　
市
営
バ
ス
事
業
の
計
画
的
な
事
業
整
理

　
に
取
り
組
み
、
平
成
24
年
度
末
を
も
っ

　
て
同
事
業
を
廃
止
。

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営

■
事
務
事
業
の
見
直
し

市
民
参
加
の
事
業
仕
分
け
や
外
部
評
価

委
員
会
を
開
催
し
、
外
部
の
視
点
を
含

め
た
事
務
事
業
の
見
直
し
を
推
進
。

■
文
化
会
館
へ
の
民
間
活
力
導
入

　
平
成
24
年
４
月
か
ら
文
化
会
館
管
理
運

　
営
業
務
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
。

■
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
解
散

市
の
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る(

財)

鳴
門

地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
を
平
成

24
年
度
末
に
解
散
し
、
地
場
産
業
振

興
業
務
の一部
を
鳴
門
市
う
ず
し
お
観

光
協
会
に
統
合
。

定
員
管
理
と
給
与
な
ど
の

適
正
化
と
職
員
の
能
力
向
上

■
職
員
数
の
削
減

　
正
規
職
員（
普
通
会
計
）を
６
４
３
人　

　
か
ら
74
人
減
の
５
６
９
人
に
削
減
。

※
平
成
26
年
度
は
５
５
７
人

４
年
間
の
取
り
組
み
効
果
は 

約

17
億
円

（
平
成
22
～
25
年
度
）

■ 財政状況に関する資料は市公式ウェブサイトで公開しています。

■
臨
時
職
員
な
ど
の
総
数
抑
制

　
臨
時
職
員
な
ど（
普
通
会
計
）を
２
３
１

　
人
か
ら
13
人
増
の
２
４
４
人
に
抑
制
。

※
平
成
26
年
度
は
２
５
２
人

ス
ー
パ
ー
改
革
プ
ラ
ン
改
定
に

つ
い
て
の
提
案
を
募
集
し
ま
す

　
計
画
改
定
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

の
検
討
を
重
ね
る
た
め
、
市
の
業
務
や
事

業
の
中
で「
こ
れ
は
ム
ダ
」「
こ
う
す
れ
ば
節

約
で
き
る
の
で
は
」な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

︻
募
集
テ
ー
マ
︼

①
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の

　
ア
イ
デ
ア（
手
続
き
の
簡
略
化
な
ど
）

②
市
の
収
入
を
増
や
す
た
め
の

　
ア
イ
デ
ア（
広
告
事
業
な
ど
）

③
経
費
の
削
減
・
事
務
の
効
率
化
な
ど
の

　
ア
イ
デ
ア（
民
間
委
託
な
ど
）

④
そ
の
他
の
ア
イ
デ
ア

　
（
民
間
企
業
の
取
り
組
み
事
例
な
ど
）

︻
提
出
方
法
︼

　
11
月
28
日（
金
）ま
で
に
、
任
意
の
様
式

で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
と
提
案
内

容
を
記
入
し
、持
参
、郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
左
記
応
募
先
へ
。
な
お
、
応
募
提
案

への
個
別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

■	取り組み効果の
　	当初目標と実績

※目標額を約２億300万円上回る。実績
額の内訳は、歳入確保（約６億6800万
円）、歳出削減（約６億3500万円）、市職
員の定員適正化（約４億3100万円）など。

計画期間全体５カ年の効果額目標

▲ 	

約15億3100万円
平成22～25年度４カ年の効果額実績

▲ 	

約17億3400万円

計画期間を
１年残して
目標を達成

■	基金残高（普通会計）と地方債残高の推移

■	財政健全化目標の進捗状況

［目標と進捗状況］※平成25年度末時点

①実質収支黒字の維持
達成 		25年度実質収支	約3.2億円の黒字

②普通会計地方債残高（市の借金）
　を約25億円削減
達成   約36億円削減（進捗率144％）

③平成26年度末普通会計基金残高 
　（市の貯金）を約17億円以上確保。
達成 		約37.8億円確保

【
問
・
応
募
先
】 

市
役
所
財
政
課　

　
〒
７
７
２・８
５
０
１ 

　
撫
養
町
南
浜
字
東
浜
１
７
０
番
地

　
☎
０
８
８・６
８
４・１
４
４
４

　

 

メール zaisei@
city.naruto.lg.jp

230
220
210
200
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40
30
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0

21 （年度）

（億円）

22 23 24 25

基金残高
市債残高
（臨時財政対策債を除く）220.3

213.2

201.4
194.1

184.3

32.7
37.8 35.6 37.3 37.8
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活
動
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項

①
活
動
を
行
う
際
に
、
各
種
の
許
可
申

　

請
手
続
き
が
必
要
な
場
合
は
各
自
で

　
お
願
い
し
ま
す
。

②
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
け
が
な
ど
の
事

　
故
が
無
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
い
、
各

　
自
の
責
任
で
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

③
ご
み
な
ど
は
分
別
に
ご
協
力
い
た
だ

　
き
、
地
域
で
決
め
ら
れ
た
収
集
日
に
お

　
出
し
く
だ
さ
い
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋（
ご

　

み
袋
）は
市
か
ら
提
供
し
ま
す
の
で
、

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

活
動
報
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

ふ
る
さ
と
鳴
門
を
愛
す
る
気
持
ち
を

共
有
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
活
動
の
様

子
を
広
報
な
る
と
や
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
紹
介
し
ま
す
。
活
動
報
告
に
協

力
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
下
記「
活
動
報

告
書
」を
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
郵
送

ま
た
は
直
接
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
、
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課
へ
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
可
能
な
場
合
は
写
真
も

一
緒
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■■	　WeLoveなるとデー（鳴門のためにできることをする日）　　　　　　　　			【活動報告書】
個人名または団体名 　　　 連絡先 　　

具体的な活動内容      活動場所

感想があればご自由に
ご記入ください

活動日時（複数日
の場合は下段）

　   月　   日　　時　 分〜 　 時　 分

広報・ウェブサイト
への掲載の可否 可　・　否 参加人数 男  　人・女  　人　計  　人

活動名 と　き ところ 活動団体、内容

文化会館周辺の
清掃ボランティア

11月６日(木）
午前８時～
２時間程度

市老人福祉センター、
勤労青少年ホーム、
文化会館駐車場周辺

鳴門市シルバー人材センター（☎088・686・3732）
軍手・草刈り鎌・剪定はさみ・ほうき・てみ・
はしごをお持ちの方はお持ちください。

「介護就職デイ」
職場見学ツアー

11月７日(金)
午後２時～３時

ハローワーク鳴門、
介護老人福祉施設

おおつ苑

ハローワーク鳴門（☎088・685・2270）
介護での就職をお考えの方、興味をお持ちの方
が対象。実際に介護施設を見学することで、仕
事のイメージや職場の雰囲気がつかめます。

おしゃれな
カフェバーで気楽
に出会えるLOVE!

11月８日(土)
午後７時30分～
(受付：午後７時～)

ターナーカフェ
（撫養町小桑島前浜

182）

鳴門市青年連合会（☎088・686・8807）
おおむね25～45歳までの方が対象。鳴門のお
しゃれなカフェバーで、恋カツを行います。

★鳴門のために行います！期間中の活動（事前連絡提出分）

これまでの活動内容は、市公式ウェブサイト内「市民協働のまちづくり」からご覧いただけます。
→http://www.city.naruto.tokushima.jp/contents/shiminkyodo

楽しく活動しよう

私
た
ち
の
鳴
門
の
た
め
に

　

期
間
中
の
可
能
な
日
に
、
可
能
な
範

囲
で
、
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
鳴
門
の

た
め
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
み
ん

な
で
楽
し
く
鳴
門
の
た
め
に
行
動
を
起

こ
す
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
が
鳴
門
の

ま
ち
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
し
、
ふ
る

さ
と
を
愛
す
る
気
持
ち
や
社
会
貢
献
意

識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

  〒772･8501 撫養町南浜字東浜170番地
 ☎088・684・1189／FAX088・684・1336
 Ｅメール：welovenaruto@city.naruto.lg.jp

問・提出先　市役所市民協働推進課

〜鳴門のためにできることをする日〜

実施期間
10月26日（日）～
11月９日（日）　

今年も

みんなで



5 平成26年11月号

平成27年度
保育所（園）、認定こども園（保育所部分）入所受付

　平成27年４月１日の入所申し込みを、次のとおり市役
所子どもいきいき課または入所希望の施設で受け付け
ます。なお、平成27年度から保育料を市民税で計算す
るようになるため、源泉徴収票や確定申告書は不要と
なります。また、施設ごとの募集人数など、詳しくは
次号の広報でお知らせします。

申込書
配布場所

・市役所子どもいきいき課
・市内各保育所（園）

申込書
配布日 11月下旬（予定）

申込期間 12月１日（月）～
平成27年１月９日（金） 提出書類

①申込書
②「保育の実施が必要」なことを証明する書類
※就労証明書、自営申告書、出勤証明書（育児休業明
　けの方）、民生委員の調査書、医師の診断書など

＊ ご注意ください ＊
平成26年１月１日～27年１月１日に鳴門市外に住所が
あった場合、保育料算定書類として課税証明書（平成
26年度分）が必要となります。

問 市役所子どもいきいき課 ☎088・684・1209

対象児童

市内在住の住民基本台帳に登録している家庭で、
保護者が仕事などの理由で日中家庭保育できな
い２カ月以上（※）小学校入学までの乳幼児。

（年齢は平成27年４月１日現在）。
※矢倉乳児保育園は２カ月～２歳６カ月、矢倉保育園は６カ月以上が対象。

うずひめちゃん　～ 保育所入所編 ～

入所の方法は大きくは変わらないよ。ただ、今まで保育料の計
算に必要だった、保護者の源泉徴収票の提出はいらなくなるわ

なるほど～ 説明ありがとう、うずひめちゃんはもの知りだね☆

新制度から、市民税で保育料が計算されるようになるの。だから、
市に住所がある人は市が把握できるからいらなくなるのよ。でも、鳴
門市で市民税が分からない人は、前に住んでいた市町村の課税証明
書を出してもらわなきゃいけないの。あとは、働いている保護者の人
みんなに就労証明書を出してもらわなきゃいけなくなるの

し てえお

今までは、源泉徴収票がある人は、それを就労証明の代わりにしていた
の。だけど新制度では、仕事をしている時間とか曜日とかを証明しなきゃ
いけなくなったから、詳しい就労証明を出してもらうことになるの

今まではいらなかったの？

保育料は今、いくらにするかを市が決めている途中なの。
所得が同じなら今より高くならないように検討されているわ

市民税で計算されるようになったら保育料は高くなるの？

新制度って言われているけど、保育所の申込み方法が大きく変わるの？

どうしていらなくなるの？
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　９月17日から10月９日までの23日間の会期で第３回定
例会が開かれました。
　平成26年度の一般・特別・企業会計の各補正予算案
や市長提案の条例改正案など19議案、人事案件３件に
ついて、それぞれ審議され、原案どおり可決・同意さ
れました。今回の議案・案件の一部を紹介します。

■
次
の
方
が
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命

　
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
松 

美
穂（
立
岩
・
44
歳 

再
任
）

■
次
の
方
が
公
平
委
員
会
委
員
に
選
任

　
さ
れ
ま
し
た
。

　
濵
﨑 

元
善（
立
岩
・
72
歳 

再
任
）

■
次
の
方
が
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

　
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
美
保 

雅
子（
高
島
・
63
歳 

再
任
）

■
鳴
門
市
附
属
機
関
設
置
条
例
の

　
一
部
改
正

■
鳴
門
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

　
策
定
審
議
会
条
例
の
制
定

　
鳴
門
市
教
育
振
興
計
画
お
よ
び
中
小
企

業
振
興
基
本
条
例
の
策
定
に
あ
た
り
、
必

要
な
事
項
を
調
査
審
議
す
る
た
め
、
新
た

に
附
属
機
関
を
設
置
す
る
条
例
の
改
正
お

よ
び
制
定
を
行
い
ま
し
た
。

▼ 

補
正
予
算 第３回定例会

鳴門市議会
当

初
予
算
編
成
以
降
、
特
に
事

情
変
更
な
ど
が
生
じ
た
事
業

お
よ
び
、
台
風
11
号
関
連
災

害
の
被
害
に
対
す
る
緊
急
対
応
事
業
に

限
る
な
ど
、
緊
急
か
つ
必
要
性
の
高
い

事
業
に
厳
選
す
る
方
針
で
補
正
を
行
い

ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は

６
億
８
９
７
２
万
８
千
円
、
補
正
後
の
予

算
総
額
は
２
３
３
億
１
９
１
３
万
３
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
の
同
時
期
の

予
算
総
額
と
比
較
す
る
と
５・
４
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
台
風
11
号
関
連
災
害
に
よ
る

　
被
害
対
応
事
業　
　

…
８
７
３
２
万
円

　
排
水
機
場
の
修
繕
や
林
道
復
旧
工
事
、

被
災
者
へ
の
支
援
な
ど
、
台
風
11
号
関

連
災
害
の
被
害
状
況
を
迅
速
に
調
査
し

対
応
し
ま
す
。

▼
防
災
対
策
事
業　
　
…
３
９
７
万
円

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
津
波
・
台

風
な
ど
の
災
害
に
備
え
、
防
災
対
策
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

▼
ア
ジ
ア
初
演「
な
る
と
第
九
」

　
ブ
ラ
ン
ド
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

…
２
７
９
万
円

　
平
成
30
年
６
月
に「
第
九
」ア
ジ
ア
初
演

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、「
な
る

と
第
九
」ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
ま
す
。

▼
鳴
門
海
峡
の
渦
潮
世
界
遺
産
化

　
Ｐ
Ｒ
推
進
事
業　
　
　

…
１
０
３
万
円

　
「
鳴
門
海
峡
の
渦
潮
を
世
界
遺
産
に
す

る
会
」や
南
あ
わ
じ
市
な
ど
と
連
携
し
、

鳴
門
海
峡
の
世
界
遺
産
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
伍
代

夏
子
氏
の
演
歌「
鳴
門
海
峡
」の
歌
碑
の

寄
付
を
受
け
、
歌
碑
の
設
置
お
よ
び
紹

介
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

▼
番
号
制
度
導
入
に
か
か
る

　
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

　
　
　
　
…
２
２
４
８
万
円

　
平
成
28
年
１
月
の
社
会
保
障
・
税
の
個

人
番
号
制
度
利
用
の
開
始
に
向
け
、
必
要

な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
い
ま
す
。

▼
Ｊ
Ｒ
撫
養
駅
前
駐
輪
場
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
…
４
２
０
万
円

　

駐
輪
場
の
な
い
Ｊ
Ｒ
撫
養
駅
前
に
、

約
３
０
０
台
が
駐
車
可
能
な
駐
輪
場
を

新
た
に
整
備
し
ま
す
。

▼
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
補
聴
器
購
入
費

　
助
成
事
業
補
助
金　
　
　

…
１
９
万
円

　

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
対
象
と

な
ら
な
い
、
18
歳
未
満
の
軽
度
、
中
等

度
難
聴
児
の
健
全
な
発
達
を
支
援
す
る

た
め
、
徳
島
県
と
連
携
し
、
補
聴
器
購

入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
人
権
教
育
総
合
推
進
地
域
事
業

…
８
１
万
円

　

地
域
全
体
で
の
人
権
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
、
市
内
５
中
学
校
を
推
進
協

力
校
と
し
、
中
学
校
区
を
基
本
単
位
と

し
た
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
や

推
進
者
の
養
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
補
助
金

…
９
４
６
万
円

　

私
立
す
く
す
く
保
育
園
が
行
う
認
定

こ
ど
も
園
の
新
設
に
伴
う
施
設
整
備
を

支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
良
い
保

育
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

▼
第
２
期
教
育
振
興
計
画
策
定
事
業

…
２
１
５
万
円

　
第
２
期
教
育
振
興
計
画（
平
成
28
年
度

～
）の
策
定
に
向
け
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
審
議
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
協
働
に
よ
る

　
図
書
館
運
営
事
業　
　

…
５
７
８
万
円

　

図
書
館
運
営
の
円
滑
化
お
よ
び
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
10
月
か
ら

業
務
委
託
の
拡
大
を
行
い
、
開
館
時
間

の
延
長
を
試
行
的
に
実
施
し
ま
す
。

▼　

人
事
案
件（
敬
称
略
）

▼　

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
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防災・災害対策への取り組み
問 市役所危機管理課 ☎088・684・1711

連載

　災害から身を守るためには、それぞれの災害の実
態を知り、どう対応し、備えておくべきかについて
日頃から考えておく必要があります。
　市では、「広報なると」や「出前講座」などで災害の
想定や備えなどについて啓発を進めてきましたが、
今回、次のとおり「地域出前防災教室」を開催します。
　この「防災教室」では、市民の皆さんに地域の実情
に合った災害への対応や本市で進めている防災対策
について説明させていただくとともに、ご意見やご
質問をお受けしますので、お気軽にご参加ください。

地域出前防災教室を開催します

【と　き】 11月15日（土）午後１時30分～
【ところ】 板東公民館１階

　市では、消防無線がアナログ波からデジタル波へ
の移行に伴い使用できなくなることなどから、今年
度中の運用開始に向けてデジタル防災行政無線を整
備しています。
　今後、市内各地で試験放送を随時実施していきま
すので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

【と　き】 11月以降で随時
　（スピーカー設置が完了した施設ごとに順次実施）

【放送内容】 『（チャイム）+「こちらは防災鳴門市です。
ただいま試験放送中です」+（チャイム）』

※放送内容は変更する場合があります。

デジタル防災行政無線の試験放送を行います

■デジタル
　防災行政無線とは・・・
　災害発生時、避難所や分団詰所などに設置した屋
外拡声子局（スピーカー）により、災害情報や避難情
報などを一斉伝達するものです。全国瞬時警報シス
テム（Ｊアラート）情報の伝達も可能となり、拡声器
による音声伝達とインターネットを媒体とした文字
伝達などが相互に補完しあうことで、強力な情報伝
達体制を構築することを目的としています。

屋外拡声子局

　市では、８月の台風11号・12号で被災された世帯の
生活再建に要した経費の一部を助成します。

【対　象】 居住する市内の住宅が全壊、半壊または床
　上浸水した世帯のうち、市内で生活を再建する世帯

【対象経費】 ■全壊・半壊…住宅の建設、購入または
　補修費、被災住宅の解体費（除去）、撤去・整地費、
　生活必需品の購入・修理費
■床上浸水…住宅の補修費（畳・ふすま替えを含む）
　や生活必需品の購入・修理費
※借家世帯は生活必需品の購入費のみが対象。

鳴門市生活再建助成金の申請を受け付けています

【対象限度額】 単身世帯の対象限度額は４分の３
被害の程度 持ち家の世帯 借家の世帯

全壊 300万円 100万円
半壊 150万円 50万円

床上浸水 100万円 34万円
※住宅補修費や生活必需品は、原状復旧または被災
　前に所有していた物品と同等品の購入が対象。

【申込方法】 平成27年３月31日（火）までに、り災証 
明書の写し、工事契約書および見積書の写し、領
収書の写し（世帯主宛で品名・数量などの詳細が
分かるもの）、印鑑を持参し市役所危機管理課へ。
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　市県民税（住民税）の住宅ローン控除について、対
象期間（現行：平成25年12月31日まで）を平成26年１月
１日から平成29年12月31日まで４年間延長します。

現　行

居住年 平成25年
12月31日まで

控除限度額
所得税の課税総所得

金額等の５％
（最高97,500円）

○市県民税における住宅ローン控除の延長・拡充

税制
改正 平成27年度から

 市 県 民 税
 軽自動車税 が変わります

問 市役所税務課市民税担当
　 ☎088・684・1129市県民税の　　　が変わりますコ コ

改正後
平成26年１月１日～

３月31日
平成26年４月１日～

  平成29年３月31日
所得税の課税総所得

金額等の５％
（最高97,500円）

所得税の課税総所得
金額等の７％

（最高136,500円）
※所得税の住宅ローン控除可能額のうち、所得税から控除しきれなかった額を、
　上記控除限度額の範囲内で市県民税から控除するものです。

　上場株式等の配当・譲渡所得などに係る税率は、特
例措置により平成25年12月31日まで10.147%（所得税
7.147%、市県民税３%）の軽減税率が適用されています。

○上場株式等の譲渡所得および、配当所得に係る10%軽減税率の廃止

　さらにその期間のうち、平成26年４月１日から平成29
年12月31日までに居住を開始した方については、控除
限度額を97,500円から136,500円に拡大します。

　この軽減税率が廃止となり、平成26年１月１日以
後（平成27年度分）は20.315%（所得税15.315%、市県
民税５%）の税率となります。

軽自動車税の　　　が変わりますコ コ

○原動機付自転車および二輪車などに係る税率を引き上げ

車両区分 現　行

原動機付
自転車

50cc以下 1,200円
50cc超～90cc以下 1,400円
90cc超～125cc以下 1,900円
ミニカー 3,000円

軽二輪（125cc超～250cc以下） 2,800円
小型二輪（250cc超） 4,800円

小型特殊
自動車

農耕用作業車 1,900円
その他（フォークリフトなど） 5,600円

改正後
2,000円
2,000円
2,400円
3,700円
3,600円
6,000円
2,400円
5,900円

○三輪および四輪以上の軽自動車に係る税率を引き上げ（新規登録および登録後13年を経過した車両）

車両区分 平成27年３月31日
以前の登録車

平成27年４月１日
以降の登録車

平成14年12月31日以前の登録車
（平成28年度から）

三輪（660cc以下） 3,700円 3,900円 4,600円

四輪以上
（660cc以下）

貨物用
営業用 3,600円 3,800円 4,500円
自家用 4,800円 5,000円 6,000円

乗用
営業用 6,600円 6,900円 8,200円
自家用 8,600円 10,800円 12,900円

　平成27年４月１日以降に新規登録を受けた車（新しく
取得した車）は、新税率が適用されます。３月31日以前
に登録している車の税率は現行のままです。

　また、最初の登録後13年を経過した（平成14年12月
31日以前に最初の登録を受けた）車両は、平成28年度
から重課税率が適用されます。　

　国および地方を通じた自動車関連税制の見直しに伴い、軽自動車税の税率が次のとおり引き上げられます。
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　鳴門ファミリー・サポート・センターでは、依頼・
提供・両方の各会員を募集しています。地域内で
子育て支援を行う活動に参加してみませんか。
　なお、同センターでは活動中の万一の事故に備
えて保険に加入しています。

応募条件
【依頼会員】 市内在住か市内事業所に勤務している、
　０歳から小学校６年生までの子どもの子育て支
　援を希望される方。

【提供会員】 市内在住で、少しでも子育ての支援を
　したい方。報酬あり。（資格・経験・性別は不問）
※事前に子育てに関する講習があります。

利用料金・報酬

▼月曜～金曜日の午前７時～午後９時
　＝１時間700円

▼それ以外の時間＝１時間800円

子育て支援の輪に参加してみませんか
鳴門ファミリー・サポート・センター 【問・申し込み】 同センター ☎683・0788

鳴門高校●

撫養幼稚園●

撫養小学校●

鳴門病院●

黒
崎
バ
イ
パ
ス

●中央
　保育所

大道銀天街

11月は図書館月間
市立図書館で多彩な催しを開催

　全国読書週間［10月27日～11月９日］に合わせて、
市立図書館では11月29日（土）までを図書館月間と
し、多彩な催しを開催します。

特別展示・記念講演
■ ■ 　岩村武勇 収集資料展
　鳴門の郷土史家、故岩村武勇が収集した資料の中
から、徳島藩が作成した「阿波年表秘録（写本）」など
の貴重書や徳島藩お抱え力士の肖像画（浮世絵）、鳴
門に関わる資料も展示します。

【と　き】 11月１日（土）～29日（土）まで
【ところ】 １階ロビー

■ ■ 　記念講演会を開催します
【と　き】 11月15日（土）午後１時30分～
【ところ】 ２階 視聴覚室
【テーマ】 「岩村武勇先生が残した阿波の貴重書」
【講　師】 県立文書館 金原祐樹 課長補佐

体　験
■ ■ 　めざせ！図書館マスター ～知りタイ! 解きタイ! 調べタイ!～
　３つの難易度の問題の中からくじ引きで問題を選
び、図書館の資料を利用して回答します。３問以上
回答できた方を図書館マスターに認定します。

【と　き】 11月29日（土）
　　　　 午前10時～正午、午後１時～３時

【ところ】 １階 子ども閲覧室
【対　象】 小・中学生
【募　集】 当日申し込み、受け付けは子ども閲覧室

展　示
■ ■ 　第35回鳴門ゾンタクラブ児童画展

【と　き】 11月３日（月・祝）まで
【ところ】 ３階 展示室

■ ■ 　健全育成・非行防止の標語ポスター展
【と　き】 11月22日（土）まで
【ところ】 １階 ロビー（子ども閲覧室前）

11月休館日  ▼ 10日（月）▼17日（月）▼23日（日・祝） 

▼24日（月･振休）▼30日（日･館内整理日） 
※11月３日（月・祝）｢文化の日｣は開館します。

■ ■ 　朗読「大人も読みたい  小学校国語教科書パートⅡ」
　「ふくろうの森」の板東武理事長が低・中・高学年
の９冊を心を込めて朗読します。

【と　き】 11月８日（土）午後１時30分～３時30分
【ところ】 ２階 視聴覚室
【定　員／資料代】 50人／100円
【申込受付】 要事前申込、先着順

■ ■ 　子ども科学体験「スライムで遊ぼう！」
【と　き】 11月22日（土）午後１時30分～３時30分
【ところ】 ３階 展示室
【対　象】 ３歳～小学３年生（保護者付き添い必要）
【募　集】 11月6日（木）受け付け開始、先着30人まで
【材料費】 200円
【持参物】 発砲トレイ１つと手ふき用タオル

ＮＰＯ法人 「ふくろうの森」のイベント　　
 問  ☎685・0389

市立図書館のイベント　　　
 問  ☎685・0255／FAX686･6589

電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。
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　地球温暖化防止活動の推進に向け、NPO法人環境
首都とくしま創造センターや鳴門教育大学、本市など
でつくる「エコ･コンソーシアムなると」がシンポジウ
ムを開催。参加費は無料で、どなたでも参加できます。

【と　き】 11月24日（月・振休） 午後１時～４時30分
【ところ】 うずしお会館２階 第一会議室
【内　容】
■　基調報告　「地球温暖化と対応策」
　環境省低炭素社会推進室　瀧口 博明 室長
■　基調講演
　「再生可能エネルギー導入による地域活性化」
　講師：ＮＰＯ法人 北海道グリーンファンド
　　　　鈴木 亨 理事長
■　パネルディスカッション
　コーディネーターに徳島大学大学院の奥嶋政嗣准
教授を迎え、講演講師の鈴木氏や環境省、（公財）世界
自然保護基金ジャパンなどからパネラーが参加。「再生
可能エネルギー導入による鳴門市の活性化と温暖化防
止に向けて」をテーマとして意見を交わします。

問 市役所環境政策課 ☎683・7571

「再生可能エネルギー」シンポジウム
地域のために共に考えよう

皆さんの声を聞かせてください
条例素案にパブリックコメントを募集

　下記の条例素案の制定にあたり、市民の皆さんの
意見と条例内容にふさわしい名称を募集します。条
例素案は、期間中に担当課で公表するほか、市公式
ウェブサイトに掲載します。

案件名 「鳴門市男女共同参画推進条例
（仮称：素案）」について

募集期間 11月14日（金）～12月15日（月）

閲覧場所
（担当課）

人権推進課（市役所共済会館2階）
☎684・1095／FAX684・1370
E-mail： jinkensuishin@city.naruto.lg.jp

応募方法
住所・氏名・電話番号・意見・条例名称（意
見・条例名称のいずれか１つでも可）を記
入し、郵送・ファクス・Ｅメールのいずれか
で担当課へ。

対象者
①市内在住・在勤・在学、いずれかの方
②市内に事務所または事業所がある個人
　および法人またはその他の団体
③この手続きに係る案件に利害関係がある方

■　パブリックコメント制度に関するお問い合わせは、
　市役所企画課(☎684・1713）へ。

　健康な毎日を送るために、年に一度、体の総点
検をしてみませんか。健診当日は特定健康診査と
頸部エコー検査が受けられます。申し込みは11月
25日（火）までに市役所保険課（☎684・1204）へ。

【と　き】 11月30日（日）午後２時～３時
【ところ】 市消防庁舎前、市消防本部３階会議室

【対　象】 40～74歳の鳴門市国民健康保険被保険者
【募集／自己負担額】 30人程度／1,000円
【準備物】 特定健診受診券（紛失した場合は保険課で
　再発行します）、被保険者証、問診票（申込後送付）

特定健康診査（メタボ健診）の受診を
市消防庁舎前に超音波検診車がやってきます 写真提供

（公財）とくしま
未来 健康づくり
機構

　鳴門市、東かがわ市、南あわじ市の３市の小学３、
４年生を対象に募集した「わがまち自慢」の絵画コン
クールの入賞作品45点と本市から応募された全作品
を展示します。（全作品展示は市ドイツ館のみ）
　また、本市の入賞作品については競艇場工事フェ
ンスにも展示しています。

ASAトライアングル交流圏推進協議会とは、鳴門市 
（AWA）、東かがわ市（SANUKI）、南あわじ市（AWAJI）

が圏内の発展を目指し設立された協議会です。

ＡＳＡトライアングル絵画コンクール入賞作品展示

■　市ドイツ館１階
　11月22日（土）～
　12月４日（木） 
※11月29日（土）は閲覧できない場合があります。

■　鳴門ウチノ海総合公園パークセンター
　平成27年１月22日（木）～
　１月30日（金） ※火曜日は休園。

問 市役所企画課 ☎684・1120

展示場所
9:00～17:00
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平成27年鳴門市成人式
【と　き】 平成27年１月11日(日)
　　　　 受付12時30分～
　　　 　開式13時30分

【ところ】 市文化会館
【該当者】 平成６年４月２日から７年４月１日までに
　生まれ、次のいずれかに該当する方
　①本市の住民基本台帳に登録されている方
　②本市の住民基本台帳に登録されたことがある方
　③市内の学校に在籍したことがある方
　④市内の事業所などに就職している方
　⑤市内の学校・大学に在学している方

【案内状・記念品引換券】 
　10月31日現在、本市の住民基本台帳に登録されて
いる方には、12月8日（月）までに案内状と記念品引換
券を郵送します。引換券は成人式当日に持参してく
ださい。なお、案内状が届かない場合は、12月26日

（金）までに生涯学習人権課へご連絡ください。
【該当者②～⑤の出席申請】
　本市の住民基本台帳に未登録かつ、成人式への出
席を希望する上記該当者②～⑤の方は、11月4日（火）
～12月26日（金）までの間に、市民課、各連絡所へ持
参するか、生涯学習人権課へ郵送・持参・ファクス・
メールのいずれかで申請してください。申請用紙は
各所に備えるほか、市公式ウェブサイトから入手で
きます。なお、 12月27日（土）～平成27年１月9日（金）
の間は、生涯学習人権課へ申請してください。

■　「はたちの主張」作文募集
　成人式行事の一つとして、新たな出発の記念とな
る「はたちの主張」作文を募集します。入賞作品のう
ち１点を式典で発表していただき、本紙２月号に掲
載する予定です。

【応募資格】 平成27年鳴門市成人式の新成人該当者
【内　　容】 テーマは成人式を迎えての抱負
①成人式を迎えるに当たって将来の夢や生き方。
②職場または学校での経験において、何を感じ、何
　を考え、成人としてどう歩んでいくか。
③趣味やスポーツ、ボランティアなどで得たことを
　もとに成人式を機会に自分を見つめ直して。 など

【様　　式】 1,200字程度、一人一点
【提出方法】 題名・住所・氏名・性別・電話番号を欄
　外に記入し、12月12日（金）までに郵送・持参・ファ
　クス・メールのいずれかで下記へご提出ください。

【表　　彰】 市長賞、市議会議長賞、教育委員長賞を
　各１人（賞状、副賞１万円）、応募者全員に記念品。

成人式の申請・応募・問い合わせ先

市教育委員会生涯学習人権課　☎686・8807
〒772・0003　撫養町南浜字東浜31番地36
FAX 686・8005（送信後、必ずお電話ください）
Eメール  seijinshiki@city.naruto.lg.jp

　対象のご家庭には別途通知しま
すので、保護者同伴でお越しくだ
さい。また、通知内容が下表と異
なる場合には、ご家庭への通知を優先してください。
健診１週間前までに通知が届かない場合や他の場所

就学時の健康診断を受けましょう

で受診を希望される場合は、学校教育課までご連絡
ください。なお、市老人福祉センターは駐車場が混
雑するため、乗り合わせにご協力ください。

【対象者】 市内在住で平成27年４月に小学校へ入学 
　予定の幼児

問 市教育委員会学校教育課 ☎686・8802

■ 日程（予定）
対象校区 実施日 実施場所

撫養小学校 11月14日（金）  同校
林崎小学校 12月３日（水）  同校
黒崎小学校 11月12日（水）  市老人福祉センター
桑島小学校 11月17日（月）  市老人福祉センター
第一小学校 11月19日（水）  同校
里浦小学校 11月12日（水）  市老人福祉センター
鳴門東小学校 11月17日（月）  市老人福祉センター

鳴門西小学校
11月19日（水）  同校
11月20日（木）  同校（歯科のみ）

対象校区 実施日 実施場所
明神小学校 11月26日（水）  同校
瀬戸小学校 11月26日（水）  明神小学校
大津西小学校 11月12日（水）  市老人福祉センター
堀江北小学校 11月18日（火）  市ドイツ館
堀江南小学校 11月18日（火）  市ドイツ館

板東小学校
11月17日（月）  同校（歯科のみ）
11月18日（火）  市ドイツ館

電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。



12平成26年11月号

　45歳未満で独立・自営就農す
る農業者に対し、年間150万円
を給付する同制度の申請者を募
集します。
　給付を受けるためには給付要
件を満たし、市役所農林水産課
へ所定の「青年等就農計画」を提出していただく必要が
あります。給付金の要件など、詳しくは同課までお
問い合わせください。

【募集期間】 11月28日（金）まで
【対　　象】 平成21年４月以降に独立就農した方、
　27年１月31日までに独立就農を予定している方。
※提出書類は同課および市内農協で配布しています。

問 市役所農林水産課 ☎684・1153

独立・自営就農する青年農業者を支援
青年就農給付金「経営開始型」第３回募集

総合計画実績や行政評価結果を公開

　市では、総合計画実施計画平成25年度実績まとめ
を策定するとともに、26年度行政評価の最終結果を
取りまとめました。それぞれを市公式ウェブサイト
で公開しています。

問 市役所企画課 ☎684・1120

第六次鳴門市総合計画で体系化された個別施策の
進捗を図るために策定した平成25～27年度実施計
画の実績をとりまとめたもの。

総合計画実施計画実績とは

既存事業の効率化を図るため、各所属で所管事業
を評価し、今後の方向性を示すもの。

行政評価とは

　今回で38回を迎える鳴門
市芸能祭。市文化協会に所
属する会員約620人が日頃
の練習の成果を披露します。

【と　き】 11月16日（日）
　開演 午前９時30分～
　終演 午後５時30分（予定）

【ところ】 市文化会館
【内　容】 吟詠・合唱・大正琴・

邦楽・洋楽・健康体操・ 
ダンス・ストリートダンス・ 
バレエ・フラダンス・小唄・
日本舞踊・民踊など

【入場料】 無料
問 鳴門市文化協会事務局 ☎684・1214
　 （市役所文化交流推進課） 

市民が主役！鳴門市芸能祭

　児童クラブは昼間に保護者のいない小学生（受け
入れ可能な児童の学年は児童クラブによって異なり
ます）を対象に放課後の学童保育をしています。平
成27年度からの入会を希望する方は、平成27年１月
末までに各児童クラブで申請してください。

児童クラブの申し込みは１月末までに

◆板　東（☎689・4666）
◆鳴門西（☎687・1528）
◆鳴門東（☎687・2241）
◆林　崎（☎685・0056）
◆木　津（☎686・3770）
◆撫　養（☎685・5260）
◆堀江北（☎689・1410）

◆桑　島（☎685・0065）
◆瀬　戸（☎688・2220）
◆里　浦（☎686・0299）
◆黒　崎（☎686・2347）
◆明　神（☎688・0712）
◆大津西（☎686・3534）

問 市役所子どもいきいき課 ☎684・1209

児童クラブ一覧

　65歳以上で要介護認定を受けている方やその扶養者
へ、確定申告・住民税の申告の際に、障害者控除を受
けられる「障害者控除対象者認定書」を交付します。

【対象者】 控除を受けようとする年の12月31日現在に
　（対象年中に死亡された場合は死亡日現在）、次の
　①②の要件を満たしている方
①65歳以上で、要介護認定を受けていること
　（要支援１、２の方は非該当）
②認定審査時の｢主治医意見書｣または｢認定調査票｣
　の｢日常生活自立度｣欄に一定の記載があること

障害者控除対象者認定書の交付
問 市役所長寿介護課 ☎684･1071

【手続き】 申請者の印鑑（申請者と対象者が違う場合
は対象者の印鑑も）、対象者の介護保険被保険者証
を添えて、本人または親族が｢障害者控除対象者認
定申請書｣を市役所長寿介護課へ提出してください。
注意事項

■　すでに同程度の障害区分に該当する障害者手帳をお
　持ちの方は、手帳で障害者控除を受けられますので、
　申請の必要はありません。
■　本人または扶養者が所得税･住民税非課税の場合も
　申請の必要はありません。
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ルミネカンバス人気投票開始

　市役所北玄関前の欄干に、オレンジリボンキャン 
ペーンのＬＥＤルミネカンバスを平成27年1月11日（日） 
まで飾ります。これは児童虐待防止推進月間に合わ
せた市の事業で、公募参加された市民の作品です。
　点灯は午後５時から10時まで。お気に入りの作品
を選び、 11月30日（日）までに投票箱隣に備え付けた
投票用紙を市役所本庁北側玄関前の投票箱へ投票し
てください。

　皆さんからの投票結
果で人気作品の作者に
は表彰状と記念品が贈
られます。また、その
作品に投票された方の
うち、一人の方に記念
品を贈呈します。
問 市役所子どもいきいき課 ☎684・1679

「物品購入等」事業者登録の追加受付

　高速バス停留所「高
速鳴門」と観光情報セ
ンター間を運行して
いるスロープカー「す
ろっぴー」が、次の期
間、レール工事に伴い
使用できません。
　高速鳴門バス停を利用される皆様には大変ご迷惑
をお掛けしますが、工事期間中は徒歩での移動にご
協力をお願いします。

【工事期間】 11月26日（水）～12月19日（金）（予定）

問 市役所観光振興課 ☎684・1157

工事のため「すろっぴー」が止まります

　市では、物品購入・役務・
小修繕業務での取り引きの
公正性と透明性を確保するた
め、一部の特殊な案件を除き、
原則、名簿に登録済みの事業者を取り引きの対象と
しています。
　今回から追加受付期間を見直し、随時受け付けま
す。ただし、登録は平成27年１月を始めとして３カ
月ごとで、有効期間は平成28年９月末までです。提
出書類など、詳しくは市公式ウェブサイトまたは市
役所契約検査室（☎684･1161）へ。

【追加受付期間】 11月４日（火）～平成28年６月末
　　　　　　　 ※閉庁日を除く

昨年度の展示

　市の腕章をつけた調査員が調査員証を携帯し、地
下に埋設した水道管の漏水調査を実施します。調査
の対象範囲は、道路下の水道本管から各宅地内にあ
る水道メーターまでです。調査を行う上で、宅地内
に立ち入る場合がありますのでご了承ください。な
お、お客様に費用を請求したり、建物内の調査や機
器の販売を行ったりすることはありません。

水道管の漏水調査を実施
問 市企業局水道事業課  維持給水担当  ☎685・3330

【調査予定期間】 11月上旬～平成27年３月上旬まで
【調査対象区域】
　■ 大麻町…桧、板東、津慈の全域
　　　 　　　萩原、川崎の一部
　■ 北灘町…大浦、宿毛谷、鳥ヶ丸、折野、
　　　 　　　大須の全域および粟田の一部
※緊急時には対象外区域でも行う場合があります。

　市教育委員会は小松美穂教育委員長の任期満了に
伴い、新しい教育委員長に寺田裕氏を互選しました。
なお、新教育委員長職務代理者には巽幸子氏を互選
しました。

【任　期】 教育委員長、職務代理者ともに10月26日から
平成27年10月25日まで

問 市教育委員会教育総務課 ☎686・8801

新教育委員長に寺田 裕
ゆたか

 氏

　市では、国民健康保険に加入されて
いる方を対象として、外傷性の傷病に
ついて、交通事故や傷害などの第三者
行為かどうかを確認するために、負傷原因の調査を
行っています。医療費の適正化を図るため、調査票
が届きましたら、ご提出をお願いします。
問 市役所保険課 ☎684･1355

傷病原因調査にご協力を

電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。
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も
の
忘
れ
に
関
す
る
無
料
相
談

※
事
前
予
約
制

　

自
身
や
家
族
の
も
の
忘
れ
が
気
に
な

る
方
や
、
認
知
症
の
方
な
ど
を
介
護
さ

れ
て
い
る
ご
家
族
を
対
象
に
、「
認
知
症

の
人
と
家
族
の
会
」相
談
員
が
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
介
護
の
苦
労
・
悩
み

な
ど
も
お
話
し
く
だ
さ
い
。

【
と

き
】11
月
26
日（
水
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時　

【
と
こ
ろ
】市
役
所
本
庁
１
階 

　
　
　
　
市
民
相
談
室　

【
問
・
申
し
込
み
】市
役
所
長
寿
介
護
課

　
（
☎
６
８
４・１
１
７
５
）へ
。

若
者
の
就
労
相
談
会 

※
事
前
予
約
制

　
仕
事
や
職
業
訓
練
、
学
校
へ
行
っ
て

い
な
い
若
者
の
働
く
こ
と
に
関
す
る
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

（
家
族
か
ら
の
相
談
も
可
）

【
と

き
】11
月
20
日（
木
）

　
　
　
　

 
午
後
１
時
～
５
時

【
と
こ
ろ
】市
共
済
会
館
３
階
小
会
議
室

問 

と
く
し
ま
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

　
 
ス
テ
ー
ション 
☎
６
０
２･

０
５
５
３

年
末
個
別
金
融
相
談

　
市
、
鳴
門
商
工
会
議
所
、
大
麻
町
商

工
会
が
合
同
で
、
中
小
企
業
の
経
営
者

を
対
象
に
金
融
相
談
会
を
開
催
。

【
と

き
】11
月
25
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】う
ず
し
お
会
館
２
階

　
　
　
　
第
三
会
議
室

問 

市
役
所
商
工
政
策
課

　

 

☎
６
８
４･

１
１
５
８

講
座・教
室・試
験
な
ど

環
境
学
習
館
の
各
種
教
室

　
３
教
室
と
も
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

３
階
環
境
学
習
館
で
開
催
。申
し
込
み・

お
問
い
合
わ
せ
は
同
館（
☎
６
８
３･

７
５
６
８
）ま
で
。

■
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

　

想
い
出
の
布
を
使
い
、
ワ
イ
ヤ
ー

ポ
ー
チ
な
ど
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

【
と

き
】11
月
13
日（
木
）、12
月
11
日（
木
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時（
全
２
回
）

【
定

員
】20
人（
先
着
順
）

【
準
備
物
】布（
50
㌢
×
50
㌢
２
枚
）、

フ
ァ
ス
ナ
ー（
25
㌢
１
本
）、
接
着

キ
ル
ト
芯（
35
㌢
×
50
㌢
１
枚
）、

裁
縫
道
具（
針
、
糸
、
は
さ
み
、
筆

記
用
具
な
ど
）

■
洋
裁
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

　
残
布
や
ス
カ
ー
ト
な
ど

で「
変
り
エ
プ
ロ
ン
」を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
と

き
】11
月
19
日（
水
）

　
　
　
　

  

午
後
１
時
～
４
時
30
分

【
定

員
】15
人（
先
着
順
）

【
準
備
物
】着
な
く
な
っ
た
和
服・洋
服
地・

端
切
れ（
本
体
布
１
㍍
、配
色
布
50
㌢
）、

裁
縫
道
具
、
型
紙
、
筆
記
用
具

■
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

【
と

き
】11
月
27
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
ま
た
は
午
後
１
時
～
３
時
30
分

【
定

員
】20
人（
先
着
順
）

【
準
備
物
】空
き
瓶・缶（
ジ
ャ
ム
な
ど
）、

エ
プ
ロ
ン
、
ウ
エ
ス

【
費

用
】５
０
０
円

生
活（
暮
ら
し
）

お
ゆ
ず
り
し
ま
す　

　
◆
プ
リ
ン
タ
ー（
エ
プ
ソ
ン
・
無
料
）

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

　
◆
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン

　
◆
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト

　
◆
鳴
門
西
小
学
校
の
冬
ジ
ャ
ー
ジ

　
◆
ゴ
ル
フ
用
品
一
式

問 

市
消
費
者
協
会
☎
６
８
６･

３
７
７
６

無
料
電
話
法
務
相
談

　
（
一
社
）四
国
市
民
法
務

サ
ポ
ー
ト
の
代
表
理
事
で
、

行
政
書
士
の
森
江
大
蔵
氏

に
よ
る
無
料
電
話
法
務
相

談
を
実
施
。

【
と

き
】11
月
10
日（
月
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

【
内

容
】く
ら
し
の
法
務
相
談
全
般

【
電
話
番
号
】０
１
２
０・９
９
２
９
３
２ 

出
張
年
金
相
談 

※
事
前
予
約
制

　
年
金
記
録
、
各
種
の
年

金
に
関
す
る
社
会
保
険
労

務
士
に
よ
る
無
料
相
談

【
と

き
】11
月
13
日（
木
）午
前
10
時
～

　
午
後
３
時　
※
次
回
12
月
16
日（
火
）

【
と
こ
ろ
】市
役
所
本
庁
１
階

　
　
　
　
第
二
会
議
室

【
申
し
込
み
】徳
島
社
会
保
険
労
務
士
会

　
☎
０
１
２
０・９
６
７
９
５
１

問 

徳
島
北
年
金
事
務
所
☎
６
５
５・０
９
２
０

暮らしの相談お気軽に無料相談

■切り取って電話機の隣や玄関などに貼ってお使いください。

相　談　名 日　　　　　　時 場　　　　　　所 問　い　合　わ　せ
行 政 相 談 11月14日㈮ 午後１時～４時 市役所本庁１階市民相談室 秘　書　広　報　課（☎684・1118）
人 権 相 談 11月14日㈮ 午後１時30分～４時30分 市人権福祉センター１階応接室 人  権  推  進  課（☎684・1148）

（ 電 話 相 談  ☎684・1548）
成年後見制度相談 11月19日㈬ 午後１時30分～３時30分（基本予約） 市役所本庁１階市民相談室 長　寿　介　護　課（☎684・1175）

女 性 相 談 月～金曜（祝日を除く）午前８時30分～午後５時 女性子ども支援センター 女性子ども支援センター
（☎684・1413）11月26日㈬ 午後２時～４時（要予約） 市人権福祉センター２階会議室

心 配 ご と 相 談 毎週金曜の午前９時30分～午後３時 老人福祉センター心配ごと相談所 市社会福祉協議会（☎685・7170）
職 業 相 談 11月12日㈬ 午後１時30分～２時30分 市人権福祉センター１階応接室 鳴門公共職業安定所（☎685・2270）
身 体 障 害 者 相 談 月～金曜（祝日を除く）午前９時30分～正午 市身体障害者会館 身 体 障 害 者 会 館（☎686・4144） 
Ｎ Ｐ Ｏ 相 談 月～金曜（祝日を除く）午前８時30分～午後５時 市役所本庁２階市民協働推進課 市 民 協 働 推 進 課（☎684・1200）
消 費 生 活 相 談 月～金曜（祝日を除く）午前９時30分～午後３時30分 消費生活センター 消費生活センター（☎686・3776）

11月の市文化会館駐車場制限日程

※市文化会館を利用される方はご駐車ください。

▼ １日（土）９：00～17：00 ▼  18日（火）９：00～12：00
▼ ３日（月・祝）９：00～17：00 ▼  22日（土）９：00～17：00

▼ ８日（土）９：00～22：00 ▼  23日（日・祝）９：00～17：00

▼ ９日（日）９：00～22：00 ▼  27日（木）９：00～22：00

▼  16日（日）９：00～18：00 ▼  30日（日）９：00～22：00

　８日（土）は午前８時30分から正午ま
で、ごみ持込受付を行います。３日（月・
祝）と24日（月・振休）はセンター休業日に
つき、収集・持込受付ともに行いません。
問 市クリーンセンター ☎683・7570

クリーンセンター業務案内
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【
問
・
申
し
込
み
】11
月
19
日（
水
）ま
で

　
に
市
役
所
農
林
水
産
課（
☎
６
８
４
・

　

１
１
５
２
）へ
電
話
、
ま
た
は
市
公

　
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
電
子
申
請
で
。

介
護
予
防
教
室　
参
加
者
募
集

シ
ル
バ
ー
ら
く
ら
く
ク
ッ
キ
ン
グ

【
対
象
者
】要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
方
で
、
３
回
と
も
受
講
で
き
る
方

【
費

用
】食
材
料
費
３
０
０
円（
３
回

分
）※
初
回
に
３
回
分
集
金
。

【
準
備
物
】エ
プ
ロ
ン
、 三
角
巾
、 筆
記
用
具

【
問
・
申
し
込
み
】そ
れ
ぞ
れ
の
締
切

　

日
ま
で
に
市
役
所
長
寿
介
護
課（
☎

　
６
８
４・１
１
７
５
）へ
。

■
次
の
２
カ
所
で
開
催

●
板
東
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
と

き
】12
月
４
日（
木
）、
11
日（
木
）、

　
18
日（
木
） 

午
前
10
時
～
午
後
１
時

【
定

員
】15
人

【
申
込
締
切
】11
月
27
日（
木
）

●
う
ず
し
お
会
館

【
と
こ
ろ
】12
月
８
日（
月
）、15
日（
月
）、  

　
22
日（
月
） 

午
前
10
時
～
午
後
１
時

【
定

員
】25
人

【
申
込
締
切
】12
月
１
日（
月
）

兼
松
病
院
健
康
教
室

【
と

き
】11
月
28
日（
金
）午
後
３
時
～

【
と
こ
ろ
】同
病
院 

４
階
デ
イ
ル
ー
ム

【
内

容
】よ
く
わ
か
る
！
糖
尿
病
セ
ミ

　
ナ
ー 

～
糖
尿
病
と
運
動
療
法
～

【
講

師
】言
語
聴
覚
士 

立
花
伸
晃
氏

　
　
　
作
業
療
法
士 

中
久
真
由
美
氏

問 

同
病
院 

☎
６
８
５・４
５
３
７

「
第
九
」公
開
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

　
平
成
27
年
６
月
７
日（
日
）に
開
催
さ

れ
る
、
第
34
回「
第
九
」交
響
曲
演
奏
会

の
公
募
ソ
リ
ス
ト
公
開
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
す
。入
場
無
料
で
す
の
で
、

ど
な
た
で
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
と

き
】11
月
19
日（
水
）午
後
６
時

【
と
こ
ろ
】市
文
化
会
館

問 
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鳴
門「
第
九
」を

　

  
歌
う
会 
☎
６
８
６・９
９
９
９

転
倒
予
防
に
関
す
る
講
義
と
実
技

　

鳴
門
病
院
の
理
学
療
法
士
が
、
講
義

と
実
技
で
転
倒
予
防
を
お
教
え
し
ま
す
。

【
と
き
／
と
こ
ろ
】次
の
５
カ
所
で
開　

催
、
時
間
は
午
後
１
時
～
２
時
30
分

①
11
月
14
日（
金
）／
板
東
南
ふ
れ
あ
い

　
セ
ン
タ
ー

②
11
月
19
日（
水
）／
鳴
門
東
地
区

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

③
11
月
26
日（
水
）／
川
東
公
民
館

④
11
月
28
日（
金
）／
木
津
原
地
集
会
所

⑤
12
月
２
日（
火
）／
渦
潮
ふ
れ
あ
い
館

　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
南
浜
児
童
館
）

【
問
・
申
し
込
み
】市
役
所
長
寿
介
護
課

　
（
☎
６
８
４・１
１
７
５
）へ
。

旬
の
魚
の
捌
き
方
教
室

【
と

き
】11
月
22
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午　

【
と
こ
ろ
】北
泊
漁
業
協
同
組
合

【
定

員
】30
人（
先
着
順
）

【
参
加
費
】１
５
０
０
円

　
　
　
　

※
当
日
集
金（
お
土
産
あ
り
） 

【
準
備
物
】エ
プ
ロ
ン
、
濡
れ
て
も
よ
い

　
服
装
、
良
く
切
れ
る
包
丁

普
通
救
命
講
習

【
と

き
】12
月
21
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

【
と
こ
ろ
】市
消
防
本
部
３
階

【
対

象
】市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で  

　
15
歳
以
上
の
方（
先
着
10
人
程
度
）

【
内

容
】心
肺
蘇
生
法（
胸
骨
圧
迫
、

　

人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
）、

　
異
物
除
去
、
止
血
法
な
ど

※
事
前
に
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

応
急
手
当
の
基
礎
講
座（
約
１
時
間
）

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
け

ら
れ
た
方
は
、
当
日
の
講
習
時
間
が

短
縮
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
・
申
し
込
み
】11
月
30
日（
日
）ま
で

　
に
市
消
防
本
部
予
防
課（
☎
６
８
４
・

　
１
６
４
０
）へ
。

募　
　
集

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度
第
１
学

期（
平
成
27
年
４
月
入
学
）の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
同
大
学
は
テ
レ
ビ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信

制
の
大
学
で
、心
理
学
や
福
祉
、経
済
、

歴
史
、
文
学
、
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

【
出
願
締
切
】平
成
27
年
３
月
20
日（
金
）

　
資
料
請
求
、
お
問
い
合
わ
せ
は
放
送

大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー（
☎
６
０
２
・

０
１
５
１
）へ
。

「なると観光ボランティアガイド」
第８期生受講生募集

　鳴門が誇る歴史や伝統に関す
る知識を楽しく学び、鳴門を訪
れる方におもてなしの心で案内
する「なると観光ボランティアガ
イド」になりませんか。

【受講期間】 11月20日（木）～平成27年１月末まで
　に10講座開設予定。
※詳しい日程などはホームページでご確認いた
　だくか、お問い合わせください。

【対　象】 市内在住、在学、在勤で18歳以上の方
　（高校生を除く）

【定　員】 25人程度
【内　容】 「鳴門市について」、「観光ガイド見学」　
　などの講義および実施研修

【費　用】 資料代など実費として3,000円
【問・申し込み】 11月17日（月）までに
　（一社）鳴門市うずしお観光協会（☎684・1731）へ。

11月から森林の売買に届け出が必要となります
　県が制定した「徳島県豊かな森林を守る条例」により、森林の管理
が特に必要な地域（森林管理重点地域）に係る土地取引を行う場合は、
事前に県へ届け出が必要となります。（相続を除く）
　森林の売買などの予定がある場合は、県ホームページで指定地域
を確認するか、下記までご連絡ください。
問 徳島県林業戦略課 ☎621・2447

もうチェックした？
徳島県では、10月１日より

最低賃金  時間額679円
※一部の産業には特定最低賃金が定めら
　れています。
問 徳島労働局労働基準部賃金室
    ☎652･9165

電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。
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催　
　
し

わ
ん
ぱ
く
こ
ん
ぴ
ら
相
撲

【
と

き
】11
月
８
日（
土
）午
前
９
時
～

　
正
午（
受
付
８
時
30
分
～
）

※
雨
天
時
は
９
日（
日
）に
順
延

【
と
こ
ろ
】木
津
・
金
刀
比
羅
神
社

【
対

象
】幼
稚
園
児
、
小
学
生

【
競
技
方
法
】個
人
ま
た
は
団
体
戦

問 

同
相
撲
事
務
局　
矢
野

　

 

☎
６
８
５・１
５
７
０

第
10
回
か
の
ん
フ
ェ
ス
タ

【
と

き
】11
月
15
日（
土
）※
雨
天
決
行

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

【
と
こ
ろ
】グ
ッ
ド
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー　

　
（
Ｇ
Ｊ
Ｃ
）か
の
ん（
大
麻
町
東
馬
詰
）

【
内

容
】堀
江
南
小
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー

レ
、
ダ
ン
ス
、
エ
イ
サ
ー
、
餅
投
げ
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
パ
ン
販
売
、
自
主

生
産
品
販
売
、
各
種
模
擬
店
な
ど

問 

か
の
ん 

☎
６
９
７･

２
１
２
１

第
16
回
大
麻
町
文
化
展

【
と

き
】11
月
15
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
16
日（
日
） 

午
前
９
時
～
午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】堀
江
公
民
館

【
展
示
作
品
】大
谷
焼
、
絵
画
、
書
道
、

生
花
、
俳
句
、
写
真
な
ど

問 

堀
江
・
板
東
地
区
自
治
振
興
会

　

 

宮
崎 

☎
６
８
９・０
４
７
０

新
池
川
の
遊
歩
道
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
ス
ト
ッ
ク
を
使
っ
た
健
康
に
理
想
的

な
メ
デ
ィ
カ
ル
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク
で
、

楽
し
く
健
康
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。「
Ｅ
Ｍ
だ
ん
ご
の
投
入
」や
焼
き
芋

な
ど
の
お
接
待
も
あ
り
ま
す
。

【
と

き
】11
月
16
日（
日
）※
雨
天
中
止

①
午
前
10
時
出
発（
定
員
20
人
）

②
午
前
11
時
出
発（
定
員
20
人
）

※
集
合
時
間
は
出
発
10
分
前
。先
着
順
。

【
と
こ
ろ
】新
池
川
の
遊
歩
道

　
　
　
　
（
鳴
門
警
察
署
前
広
場
集
合
）

問 

新
池
川
を
き
れ
い
に
す
る
会　

乾

　
☎
０
９
０・３
１
８
１・１
４
０
２

第
32
回
鳴
門
凧
揚
げ
大
会

　

各
地
域
の
特
色
あ
る

凧
が
競
演
。
来
場
さ
れ

た
子
ど
も
に
は「
ミ
ニ
わ

ん
わ
ん
凧
」を
配
布
し
ま

す
。（
先
着
１
０
０
人
）

【
と

き
】11
月
23
日（
日
・
祝
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

問 

藤
中 
☎
６
８
６・１
５
６
７

美
術
館
と
遊
ぼ
う
！
Ｎ
＊
Ｃ
Ａ
Ｐ

第
３
回「
Ｎ
＊
Ｃ
Ａ
Ｐ
！
タ
イ
ム
！
」

　
美
術
館
で
友
達
や
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し

て
、
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
ま
で
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
ク
リ
ア
し
よ
う
。

【
と

き
】12
月
7
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】大
塚
国
際
美
術
館

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】富
澤
京
子
氏
、

　
荒
田
千
鶴
氏（
大
塚
国
際
美
術
館
）

【
定

員
】小
学
３
～
６
年
生 

40
人

【
費

用
】８
２
０
円（
入
館
料
、
材
料

　
費
、
保
険
料
含
む
）

【
準
備
物
】水
筒
、
筆
記
用
具
、
汚
れ
て

も
よ
い
服
装
、
弁
当
ま
た
は
昼
食
代

５
０
０
円

【
問
・
申
し
込
み
】11
月
４
日（
火
）～　

７
日（
金
）の
間
に
市
役
所
子
ど
も
い

き
い
き
課（
☎
６
８
４・１
２
０
９
／

FAX
６
８
４・１
３
３
６
）へ
。

鳴
門
市
民
劇
場「
Ｏ
Ｈ
！
マ
イ
マ
マ
」

　

と
て
も
笑
え
る
の
に
な
ぜ
か
切
な

い
、
現
代
コ
メ
デ
ィ
の
自
信
作
で
す
。

【
と

き
】11
月
27
日（
木
）

　
午
後
６
時
30
分
開
演

【
と
こ
ろ
】市
文
化
会
館

【
入
場
料
】５
千
円（
入
会
金
２
５
０
０
円
、

月
会
費
２
５
０
０
円
）

※
入
会
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
公

演
】劇
団
Ｎ
Ｌ
Ｔ

問 

市
民
劇
場 

☎
６
８
４･

１
７
７
７

第
４
回
鳴
門
市
の
び
の
び

　
　
　
　
　
　
げ
ん
き
っ
こ
ま
つ
り

　
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目

的
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
妖
怪
グ
ッ
ズ
や

入
浴
剤
づ
く
り
、
エ
ア
ー
ラ
ン
ド
、
盲

導
犬
と
の
触
れ
合
い
、
育
児
相
談
、
抽

選
会（
開
会
式
ま
で
に
来
ら
れ
た
先
着

１
０
０
組
の
親
子
に
抽
選
券
を
配
布
）

な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
。
ま
た
、
今
回
は
保
育
士
ヒ
ー
ロ
ー

ブ
レ
イ
ク
が
登
場
し
ま
す
。

【
と

き
】11
月
29
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

【
と
こ
ろ
】市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

問 

鳴
門
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

　

 

☎
６
８
６･
９
２
２
７

第25回 大麻町ジングルベルマラソン大会 大谷焼窯まつり
【と　き】 11月８日（土）、９日（日）
　 　　　午前９時～午後４時

【ところ】 東林院（大麻町大谷）
【内　容】 陶器市、大谷焼名陶展、
　ろくろ体験コーナー、大麻中
　学校陶芸部・堀江北小学校児
　童の作品展示即売、絵付け教室、
　抽選会など
問 大麻町商工会 ☎689・0204

【と　き】 12月23日（火・祝） 午前８時～正午
【集合場所】 堀江公民館
【参加料】 小・中学生 1,000円、高校生以上 3,000円（保険料含む）
【定　員】 小・中学生 300人、高校生以上 700人
【申し込み】 11月17日（月）までに、専用の払込用紙兼申込書に記

入の上、参加料を添えてお近くの郵便局へ。申込書は大麻町商
工会、市役所本庁１階案内、うずしお会館、道の駅「第九の里」、
徳島市立体育館（受付）などで配布しています。

問 大麻町商工会 ☎689・0204

11月22日（土）　午後２時～ 対 サガン鳥栖
問 徳島ヴォルティス ☎672･7339

徳島ヴォルティスホームゲーム日程

ボートレース鳴門
【エディウィン鳴門】
・11月12日（水）…休館日
【ボートレース宮島】
Ｇ１大渦大賞 
鳴門開設61周年記念（鳴門代替）
・11月４日（火）～９日（日）
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賀
川
豊
彦
記
念
館
イ
ベ
ン
ト

　
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
同
館

（
☎
６
８
９･

５
０
５
０
）ま
で
。

■
特
別
講
演
会

　
食
糧
の
安
全
保
障
を
考
え
る　

【
と

き
】11
月
３
日（
月
・
祝
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

【
と
こ
ろ
】同
館
２
階
大
会
議
室

【
費

用
】２
０
０
円（
入
館
料
）

【
講

師
】玉 

真
之
介
氏

※
講
演
終
了
後
、「
全
粒
粉
の
パ
ン
を
広

め
る
会
」よ
り
パ
ン
の
試
食
会
も
行

い
ま
す
。

■
花
子
と
ハ
ル
展

　
翻
訳
家
で
あ
る
村
岡
花
子
と
、
賀
川

豊
彦
の
妻
ハ
ル
の
人
生
を
重
ね
な
が
ら

た
ど
る
特
別
展
。

【
と

き
】11
月
４
日（
火
）午
後
１
時
～

　
　
　
　
11
月
15
日（
土
）

【
費

用
】２
０
０
円（
入
館
料
）

■
第
６
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

【
と

き
】11
月
15
日（
土
）午
前
10
時
～

　
　
　
　
（
受
付
９
時
～
）

※
小
雨
決
行
、
雨
天
順
延（
16
日
）

【
と
こ
ろ
】同
館
前
広
場

【
参
加
費
】子
ど
も
２
０
０
円

　
　
　
　
大
人
３
０
０
円

※
参
加
費
は
全
額「
徳
島
で
国
際
協
力

を
考
え
る
会
」へ
寄
付
し
ま
す
。

ド
イ
ツ
館
イ
ベ
ン
ト

　
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
同
館

（
☎
６
８
９･

０
０
９
９
）ま
で
。

■
第
５
回
笑
っ
ち
ゃ
う
会

　

上
方
落
語
家
の
林
家
竹
丸
氏
と
解

説
・
対
談
に
四
国
大
学
専
任
講
師
の

須
藤
茂
樹
氏
を
迎
え
、
初
心
者
に
も
わ

か
り
や
す
く
落
語
の
魅
力
を
伝
え
ま
す
。

【
と

き
】11
月
16
日（
日
）午
後
２
時
～

　
（
開
場
１
時
30
分
～
）

【
と
こ
ろ
】同
館
１
階
大
ホ
ー
ル

【
費

用
】一
般
千
円
、
学
割
５
０
０
円

※
学
割
は
学
生
証
提
示
の
こ
と
。

【
定

員
】２
０
０
人（
予
約
、
先
着
順
）

キ
ョ
ー
エ
イ
４
階
催
し
※
入
場
無
料

第
36
回
白
鳳
洋
画
グ
ル
ー
プ
展

　

白
鳳
洋
画
グ
ル
ー
プ
の
力
作（
東
光

会
展
入
賞
作
な
ど
）を
展
示
。

【
と

き
】11
月
７
日（
金
）～
９
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

問 

川
上 

☎
６
８
５・３
３
９
０

鳴
門
日
独
美
術
交
流
展

　

鳴
門（
市
美
術
協
会
）と
姉
妹
都
市

リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク（
パ
レ
ッ
テ
会
）の
絵

画
作
品
を
展
示
。

【
と

き
】11
月
11
日（
火
）～
17
日（
月
） 

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

問 

上
田 

☎
６
８
６・５
９
２
６

竹
内
虹こ
う
し
ゅ
う舟

・
井
上
虹こ
う

雨う

と
社
中
児
童

に
よ
る
書
道
作
品
展

　
両
氏
の
作
品
と
、
教
室
の
生
徒
が
書

い
た
作
品
を
展
示
。

【
と

き
】11
月
19
日（
水
）～
25
日（
火
） 

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で
。

問 

井
上 

☎
０
９
０・３
７
８
４・２
０
０
１

和
楽
器
演
奏
会（
グ
ル
ー
プ
ら
る
ご
）

　
尺
八
、
横
笛
、
琴
で
懐
か
し
い
日
本

の
歌
な
ど
を
演
奏
。

【
と

き
】11
月
23
日（
日
・
祝
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

問 

吉
成 

☎
０
９
０・９
４
５
５・１
３
２
１

第
５
回「
彩
」水
彩
画
展

　
「
彩
」（
講
師 

中
川
敬
）の
、

各
教
室
の
生
徒
が
描
い
た
作
品
展
。

【
と

き
】11
月
27
日（
木
）～
12
月
３
日

　
（
水
） 

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

※
最
終
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
。

問 

賀
川 

☎
６
４
１・１
５
４
０

 市民チャンネル番組ガイド
テレビ広報なると

　 ▼ 11月１日～  鳴門市スポーツ少年団
　 ▼ 11月16日～  水道水が家庭に届くまで

鳴門ビデオボランティア制作番組
　 ▼11月１日～  秋桜／武田 義男（藍住町）

　 ▼11月16日～  幻想の高原／豊田 三郎（板東）
放送チャンネル・時間
　テレビ鳴門１ （ デジ

タル  111ch ／ アナ
ログ  ９ch）８、23時～

　テレビ鳴門２ （ デジ
タル  121ch ／ アナ

ログ  23ch）12、16、21時～ （ デジ
タル  122ch）7、18、22時～

　●第２回Narutoジョイフル子ども音楽祭
　子どもたちの力みなぎる歌声を聞き、「第九」に込められた
想いを体感しませんか。

【と　き】 11月23日（日・祝） 午前10時～（開場９時30分）
【ところ】 大道銀天街ひかりやギャラリー
問 同音楽祭実行委員会事務局 冨士 ☎090・1576・2674

●藍染・草木染体験 作品発表会＆ファッションショー
　一般公募で集まった皆さんが、11月22日、23日の２日間で染め
上げた作品を発表します。また、同時開催として「第４回染色教
室『彩』ファッションショー」を開催します。

【と　き】 11月24日(月・振休） 午後１時～３時
【ところ】 キョーエイ鳴門駅前店４階
【主　催】 染色教室「彩」
問 鳴門センター街 吉田 ☎685・3543

まちづくり活動応援補助金事業

入場
無料

　店主が知恵を絞った数多くの100円
サービスや商品などの販売のほか、地
元小学生が模擬会社を設立し、実際に
出店・販売を行います。

【と　き】 11月８日（土） 午前10時～
【ところ】 大道銀天街周辺
問 鳴門市大道商店街振興組合事務局
　 （鳴門商工会議所内 ☎685・3748）

今月の納期
国民健康保険料　　　　第６期
介護保険料　　　　　　第６期
後期高齢者医療保険料　第４期
下水道受益者負担金　　第３期
11月、12月は県下一斉徴収強化月間です。
12月１日（月）までに市役所税務課、保険
課または指定金融機関で納めてください。

電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。
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インフルエンザを防ごう
普段の心掛けと予防接種お 知 ★

ら せ

　市では、地域の医療を地域で守るための条例の
策定にあたり、審議をしていただく同審議会（年
２回程度、平日開催）の委員を募集します。地域
の医療について一緒に考えてみませんか。

【募集人数／報酬】 ２人／会議１回につき5,000円
【要　件】 市内在住で18歳以上の方
【選考方法】 小論文および面接

【申込方法】 11月17日（月）［必着］までに、指定の応
募用紙と小論文（テーマ：応募動機、400字程度）
を、メール、ファクス、郵送または持参のいず
れかの方法で健康づくり課へ。

※応募用紙は市役所本庁１階健康づくり課で配布。
　また、市公式ウェブサイトからもダウンロード可。
　詳しくはお問い合わせください。

医院・病院名 住所 電話番号 医院・病院名 住所 電話番号
あい愛診療所撫養 撫 養 町 南 浜 ☎686・6362 元木医院 撫 養 町 南 浜 ☎685・8282
今井メンタルクリニック 撫 養 町 黒 崎 ☎683・1552 岡﨑内科循環器科 鳴 門 町 高 島 ☎687・2720
岩朝病院 撫 養 町 立 岩 ☎685・8855 鳴門山上病院 鳴門町土佐泊浦 ☎687・1234
うがい医院 撫 養 町 斎 田 ☎686・2307 南海病院 鳴門町土佐泊浦 ☎687・0311
岡田胃腸科内科 撫 養 町 南 浜 ☎685・7155 北田医院 瀬 戸 町 明 神 ☎683・7050
小川病院 撫 養 町 南 浜 ☎686・2322 沢内科胃腸科 瀬 戸 町 明 神 ☎688・0611
勝良医院 撫 養 町 斎 田 ☎686・1216 鳴門シーガル病院 瀬 戸 町 堂 浦 ☎688・0011
兼松小児科 撫 養 町 斎 田 ☎686・2606 あおぞら耳鼻科 大 津 町 吉 永 ☎684・4685
兼松病院 撫 養 町 斎 田 ☎685・4537 田口小児科クリニック 大 津 町 大 代 ☎683・1120
レディースクリニック兼松産婦人科 撫 養 町 南 浜 ☎685・1103 鳴門川島クリニック 大 津 町 段 関 ☎683・0810
かわの内科アレルギー科 撫 養 町 立 岩 ☎683・1355 橋本医院 大 津 町 吉 永 ☎685・5211
徳島県鳴門病院 撫 養 町 黒 崎 ☎683・0011 原田内科 大 津 町 矢 倉 ☎685・3351
高麗耳鼻咽喉科 撫 養 町 斎 田 ☎685・1180 森本内科循環器科 大津町木津野 ☎686・8181
西條内科 撫 養 町 南 浜 ☎686・1235 吉田整形外科 大津町木津野 ☎684・1550
斎藤整形外科 撫養町小桑島 ☎685・5811 吉永外科 大 津 町 吉 永 ☎685・3033
さくら耳鼻咽喉科クリニック 撫 養 町 北 浜 ☎685・7701 大谷の里クリニック木洩れ日 大 麻 町 池 谷 ☎689・0910
佐藤整形外科 撫 養 町 南 浜 ☎685・6555 岡沢内科医院 大 麻 町 池 谷 ☎689・2720
だいとうレディースクリニック 撫養町大桑島 ☎683・1588 古林内科 大 麻 町 板 東 ☎689・3366
高田内科医院 撫 養 町 黒 崎 ☎684・0031 斎藤医院 大麻町牛屋島 ☎689・0151
たきファミリークリニック 撫 養 町 黒 崎 ☎683・1235 中西医院 大 麻 町 板 東 ☎689・1508
谷医院 撫 養 町 斎 田 ☎686・3569 原田医院 大 麻 町 大 谷 ☎689・2108
津田ブレインクリニック 撫 養 町 黒 崎 ☎684・3171 板東診療所 大 麻 町 板 東 ☎689・1252
福田医院 撫 養 町 立 岩 ☎686・2561

▼平成26年度　インフルエンザ予防接種指定医療機関名簿

【対象者】市内に住民登録または外国人登録されてい
る方のうち予防接種を希望する

　①65歳以上の方
　②60歳以上65歳未満で、心臓、じん臓または呼吸

器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限
される程度の障がいを有する方およびヒト免疫
不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほ
とんど不可能な程度の障がいを有する方

　インフルエンザは、風邪と違いとても強い感染力
を持っており、急激に高熱や頭痛、関節痛を発症す
る怖い病気です。インフルエンザに感染しないため
には感染経路を絶つことが大切となります。小まめ
な手洗い・うがいや、適度な湿度（50～60％）を保つ

【料　金】1,850円（生活保護世帯は無料。ただし生活保
　護受給証明書を持参のこと）
※要介護状態などで鳴門市外の施設または医療機関
　に長期にわたり入所・入院されている方で市内の
　医療機関での接種が困難な方は、事前に健康づく
　り課へご相談ください。

実施期間   平成27年１月15日までインフルエンザ予防接種のお知らせ

こと、また、体力や免疫力を高めること
も感染予防に役立ちます。

「鳴門市地域の医療を地域で守るための条例」策定審議会委員を募集します
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市役所健康づくり課
〒772-8501  撫養町南浜字東浜170
母子保健担当：☎684・1049
成人保健担当：☎684・1137
予防接種担当：☎684・1206
栄養指導担当：☎684・1232
FAX 684・1336 
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

お問い合わせ先

【開所日時】 月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　 9：00～17：00
11月26日（水） … 栄養相談の日
  　28日（金） … 糖尿病相談の日
  　28日（金） … 子どものメタボ予防相談
★各相談は事前に健康づくり課へお申し
　込みください。

健康相談プラザお元気ＳＵＮＲＯＯＭ

休日当番医
　受診は救急患者に限られ、往診はで
きません。また、当番医は予告なく変
更されることがあります。お問い合わ
せはテレホンガイド（☎685・3322）へ。

【平日・土曜】 午後６時～11時
【日曜・祝日】 午前９時～午後11時
※午後11時からは、かかりつけ医などを
　ご利用ください。
11月２日（日） 佐藤整形外科（南浜）
 ［整・リハ］  ☎685・6555

３日（月・祝） 斎藤医院（牛屋島）
 ［内・外］ ☎689・0151

９日（日） 元木医院（南浜）
 ［内・小・消］ ☎685・8282

16日（日） 兼松病院（斎田）
 ［内・外・眼］ ☎685・4537

23日（日・祝） 沢内科胃腸科（明神）
 ［内・胃・小］ ☎688・0611

24日（月・振休） 原田医院（大谷）
 ［内・小・循］ ☎689・2108

30日（日） 橋本医院（吉永）
 ［外・内・整］ ☎685・5211

乳幼児健診　 老人福祉センター3階

 実…実施日　対…対象児　 受…受付時間
■３歳児健診   実 11月14日㈮
　対 平成23年５月生まれ 受 12：30～13：00
■１歳６か月児健診  実 11月20日㈭
　対 平成25年５月生まれ 受 12：30～13：00
■９か月／４か月児健診  実 11月13日㈭
　対 平成26年１月、６月生まれ
　受 12：20～12：40／13：10～13：30
■ 股関節脱臼検診  実 11月21日㈮
　対 平成26年７月、９月生まれ 
　受 12：40～13：00
■聴力検査（ところ：市役所共済会館３階）  
　実 11月26日㈬  受 9：30～
　対 １歳６か月児健診を受診した方で、
　　聴力検査を希望する方。

【と　き】 11月15日（土）午後１時30分～３時　
【ところ】 うずしお会館２階 第一会議室
【講　師】 公益財団法人とくしま未来健康づくり機構
　　　　 徳島県総合健診センター 診療部 医長 青木利

り か
佳 氏

平成26年度　集団がん検診
早期発見のため、忘れず検診を受けましょう検 診 ★

案 内
【検診種別】 胃がん、肺がん、大腸がん、骨粗しょう症
【対象者】 以下の全てに該当される方
○鳴門市に住民登録されている方
○平成27年３月31日を基準日とし、対象年齢に達している方
○骨粗しょう症検診は平成25年４月１日～26年3月31日の間に受け
　ていない方
※検診日の10日前までに健康づくり課へ申し込みが必要です。

【ところ】 老人福祉センター
【受付時間】 午前８時30分～９時
　　　　　（骨粗しょう症検診は午前10時～10時30分）

※胃がん検診は定員があります（50人、先着順）。
※大腸がん検診日は容器の配布日となり、回収日は配布日に説明
　します。

検診種別 対象年齢 料金

胃 が ん

40歳以上

バリウム検査  1,000円

肺 が ん
レントゲン  300円

レントゲン+喀痰  800円

大 腸 が ん 便潜血検査  500円

骨 粗 し ょ う 症 30歳～70歳
（女性） 600円

検　診　日 11月18日（火）、 12月４日（木）
12月16日（火）

①平成27年３月31日を基準日として、70歳に達している方
②65歳から69歳以下の障がい認定による後期高齢者医療受給者の方
③生活保護に属する方　④市民税（当該年度）非課税世帯に属する方
※②③④に該当する方は、申し込み時にお申し出ください。
　③④に該当する方は事前に免除申請の手続きが必要です。

検診料無料の方

今注目のピロリ菌
のことが詳しく分
かります！

胃がん検診の大切
さが分かります！

鳴 門 市 健 康 教 室
ピロリ菌ってなに？もっと知りたい！胃がん検診

入場無料
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11月10日～12月10日は鳴門市人権教育推進強調月間

語ろう人権問題　広げよう学習の輪

強調月間は、全ての市民が人権尊重と部落差別解消への取り組みを強め「差別を許さない
市民運動」を積極的に進めていくことを目的として実施しています。身近で行われる行事

に参加し、人権問題について、家庭や学校・地域・職場などで話し合ってみましょう。

 学校や地域での人権に関する行事
　地元の大人から子どもたちによる人権問題に関する習
字や図画、標語の展示など、各地域で人権に関する催し
が行われます。

▼第一中学校区
木津神地区人権・文化展　【木津元村集会所】
11月29日（土）・30日（日） 8：30～17：00（30日は16：00まで）
※同日9：00～11：00に木津ふれあい公園でグラウンドゴルフ大会 
斎田地区人権文化展　【斎田集会所】
11月25日（火）～27日（木）9：00～16：00（27日は12：00まで）
黒崎地区人権作品展・研修会　【黒崎集会所】 　  
12月５日（金）  9：00～19：00、６日（土）10：00～17：00
12月８日（月） 19：00～20：00 ［人権教育研修会］
桑島地区人権交流会・講演会                                         
12月１日（月） 19：00～20：00　【桑島老人憩いの家】
　［人権講演会］　講師  鍋島 治秀 氏
12月７日（日） 13：00～16：00　【桑島辷岩公園】
　［人権交流グランドゴルフ大会］
第一中学校区人権フェスティバル　【第一中学校体育館】  
11月７日（金） 13：30～  ［人権講演会］  講師  辻本 絵欄 氏、

［阿波木偶箱まわし公演］  中内 正子 氏、南 公代 氏

▼第二中学校区
川東高齢者学級人権学習　【川東公民館】
11月18日（火） 9：30～

▼鳴門中学校区
鳴東祭り　【鳴門東地区コミュニティセンター】
11月２日（日） 9：00～15：00 ［コミセン祭り］ほか

問市教育委員会
生涯学習人権課
☎088・686・8803

 ’14ヒューマンライツメッセージなると
と  き 11月27日（木） 14：00～16：00
ところ うずしお会館
　人権問題講演会や人権作文の発表を通して、人権
問題を一緒に考えてみませんか。（入場無料）      
第一部　小・中・高・大学生の
　　　　人権問題に関する作文発表
第二部　人権問題講演会
　演題：育てたように子は育つ 
　–普段着の人権感覚、そして愛のシャワーを–
　講師：渡邉 貞代 氏（「あいぽーと徳島」人権問題講師）

鳴門西地区人権文化展　【鳴門ウチノ海総合公園】
11月28日（金）～12月７日（日） 9：00～17：00 ※火曜日休園
鳴門西地区文化祭「ふれあう住民とのつどい」
12月６日（土） 9：00～  【鳴門西小学校体育館】

▼瀬戸中学校区
瀬戸地区文化祭　【瀬戸公民館】
11月27日（木）～29日（土）9：00～16：30

［29日（土） 9：00～健康チェック、10：00～バザー・模擬店］

▼大麻中学校区
大麻町人権フェスティバル　【大麻中学校体育館】
11月５日（水） 13：30～16：20 ［人権コンサート］ほか
大麻地区人権啓発展　【板東公民館・堀江公民館】
11月18日（火）～12月23日（火・祝）

 第41回 鳴門市人権文化祭
　市内の保育所や幼稚園、学校、行政、解放運動団体、
NPO法人、社会福祉法人などが、日ごろの学習の成果や
取り組みなどを作品にして展示します。
テーマ ： 「人権が共存する  人権尊重社会の  実現を」
自分も人も大切に　～つながり ともに歩む 人権の未来～

【と　き】 11月８日（土）～16日（日）8：30～17：00
【ところ】 人権福祉センター、川崎会館、青少年会館、
　立岩集会所ほか

▼同時開催イベント
人権劇・記念講演会／人権福祉センター３階大会議室
・11月12日（水）18：30～ 人権劇「ともに歩む ～発信～」
　出演：大麻中学校生徒会・生徒の有志の皆さん
・11月12日（水）19：30～ 講演会「差別をなくす社会システ
　ムを創造するために」 講師：北口 末広 氏（近畿大学教授）
市場お祭り広場
・11月15日（土）11：00～／人権福祉センター前広場
　模擬店や伝承遊び（竹馬・こま・ビー玉・お手玉など）
川崎パネル展
・11月８日（土）～16日（日）／川崎会館
　展示内容「日本の歴史と部落問題」ほか

介護保険・国保・後期高齢者・国民年金・女性と子どもの相談所 
・ 11月10日（月）10：00～11：00 立岩集会所／13：30～
　14：30 川崎会館／15：00～16：00 人権福祉センター
　各相談や血圧測定、健康相談、特定健診など
人権擁護委員による人権相談
・ 11月14日（金）13：30～16：30／人権福祉センター応接室 
同和カルタ大会
・11月15日（土）10：30～／人権福祉センター１階老人ルーム
　市内小学生による同和カルタ大会。当日参加可。
立岩地区ふれあい人権祭          
・11月８日（土）12：30～16：00／第二中学校体育館ほか   
　サブテーマ ： 認め合い　尊重しあう　人権の時代
■研修の広場
・ 人権劇と合唱　「みんなの幸せを願って～私たちの集
　会所～」 林崎小学校６年生の皆さん
・人権劇　「１人ひとりの輝く命～100万回生きたねこ～」
　第二中学校２年生制作
・講演：「解放運動とともに」   講師：歯朶山 加代 氏
■子どもの広場  参加型人権教室
■学習の広場  11月８日（土）～16日（日）8：30～17：00
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ボートレース鳴門
新施設建設関連工事の進捗状況

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門
は
昭
和
28

年
の
開
設
以
来
、
９
０
０
億
円

以
上
を
一
般
会
計
に
繰
り
出
す

な
ど
鳴
門
市
財
政
に
寄
与
し
、
地
域
経
済

の
発
展
、
地
域
雇
用
の
確
保
に
も
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、景

気
の
低
迷
や
レ
ジ
ャ
ー
の
多
様
化
な
ど
の

影
響
に
よ
っ
て
売
上
は
年
々
減
少
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
経
費
削
減
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
て
き
た
も
の
の
、
経
営
状
況
は
非
常

に
厳
し
く
、
一
時
は
累
積
赤
字
が
８
億
円

を
超
え
る
状
態
に
ま
で
悪
化
し
ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
鳴
門
外
向
発
売
所
の「
エ
デ
ィ

ウ
ィ
ン
鳴
門
」の
運
営
開
始
や
さ
ら
な
る

経
費
節
減
な
ど
に
努
め
た
結
果
、
平
成
23

年
度
、
24
年
度
、
25
年
度
と
単
年
度
黒
字

を
達
成
し
、
累
積
赤
字
を
解
消
。
現
在
は

健
全
な
運
営
を
行
い
、
市
一
般
会
計
に
繰

出
金
を
支
出
す
る
な
ど
、
現
在
も
鳴
門
市

の
財
政
運
営
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

新
ス
タ
ン
ド
関
連
工
事
の
進
捗
状
況

　
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門
の
位
置
す
る
撫
養

港
海
岸
は
、発
生
が
予
想
さ
れ
る
東
南
海・

南
海
地
震
の
地
震
津
波
対
策
と
し
て
国
の

直
轄
事
業
が
行
う「
撫
養
港
海
岸
保
全
施

設
整
備
事
業
」の
工
事
区
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。
レ
ー
ス
を
観
覧
す
る
ス
タ
ン
ド
棟

下
の
地
盤
に
つ
い
て
も
改
良
す
る
必
要
が

あ
り
、
施
設
の
解
体
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
26
年
３
月
に
は
、
レ
ー
ス
開
催
を

休
止
し
、
地
震
津
波
対
策
の
事
業
に
係
る

施
設
の
解
体
・
地
盤
改
良
工
事
に
取
り
掛

か
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
旧
施
設
の
ほ
と

ん
ど
は
解
体
さ
れ
、
基
礎
の一部
を
残
す
の

み
と
な
って
い
ま
す
。
11
月
中
旬
に
は
残
る

基
礎
を
解
体
、
本
格
的
に
地
盤
改
良
工

事
を
行
い
ま
す
。
こ
の
改
良
工
事
は
27
年 

１
月
に
完
了
し
、
完
了
後
は
速
や
か
に
新

施
設
建
設
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　
新
施
設
建
設
事
業
は
、
25
年
12
月
に
完

成
し
た
基
本
設
計
を
基
に
、
設
計
施
工
一

括
発
注
に
よ
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
事

業
者
を
募
集
し
、
今
年
５
月
に
最
優
秀
提

案
者
を
決
定
し
ま
し
た
。
現
在
は
12
月
の

実
施
設
計
図
書
の
完
成
を
目
指
し
、
提
案

さ
れ
た
プ
ラ
ン
の
完
成
度
を
高
め
る
た
め

協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
新
施
設
の
建
設
工
事
は
、
28
年
春
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
27
年

２
月
に
着
工
す
る
予
定
で
す
。

平成28年春
リニューアル
オープン

平成27年２月
建設工事着工

平成27年１月
国による地盤
改良工事完了

平成26年12月
実施設計図書
完成

新施設工事
今後のスケジュール
（予定）

▼ ▼▼

新スタンドのコンセプト
□ 全国24場中最小規模
□ ワンフロア型
□ 地域開放型・共存型
□ 低コスト・省エネ型
□ 防災型

解体工事の様子［写真上／６月25日］［写真下／８月29日］

問 市企業局競艇事業課 ☎088･685･8111

新スタンド
イメージ図
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　ドイツの姉妹都市リューネブルク市の親善使節団60
人が10月16日から20日まで市内に滞在しました。滞在
中はドイツ館訪問や歩き遍路体験、市内の家庭を訪問
するなどして鳴門の文化や人々にふれ、交流を深めま
した。また、12人の青少年は29日まで滞在し、ホームス
テイや学校訪問を行いました。

リューネブルク市使節団が来鳴
友好さらに深く　姉妹都市盟約締結40周年を祝う

　鳴門市花街道・地域づくり
ネットワークと、板東小学校の
児童によるコスモス交流とお
接待が行われ、使節団は受け
取ったコスモスをドイツ兵合同
慰霊碑へ献花しま
した。
　ドイツ館前では、
板東小学校金管バ
ンドが、リューネブ
ルガーハイデの演
奏でお出迎え。ま
た、コスモスの種
をつけた風船を両
市民が一斉に大空
に向けて飛ばし、
両市の友好を祈り
ました。

ようこそ鳴門へ！心からのお出迎え10月
17日

特徴あふれる両市の記念品を贈呈10月
17日

歩き遍路体験で、文化を体感10月
17日

さらなる友好へ、確認書に調印10月
19日

　四国八十八カ所霊場の一番札所「霊山寺」から二番
札所「極楽寺」までを歩き、遍路を体験しました。興味
深そうに寺院などの建物を見学し、また、遍路途中で
のお接待を通して、遍路文化を体感していました。

　歓迎会では、両市の記念品贈
呈が行われました。泉市長からは、
市内在住の切り絵作家 上田 優 
氏の、ドイツ館前での獅子舞を描
いた作品を、メドケ市長からは、
リューネブルク市の伝統的な街並
みのシンボルである「ギーベル」と
いう、屋根装飾のミニチュアを互
いに贈呈しました。

　友好関係をより一層強
くするため、鳴門市・リュー
ネブルク市姉妹都市盟約
締結40周年記念確認書に
調印が行われました。確
認書には「更なる両市民、
両市、両国家の相互理解
と友好親善を深めることを固く決意する」とあり、今後
も幅広い分野で交流を進めていきます。

　市場獅子舞保存会が、㈶自治総合センターのコミュニティ助
成事業を受け、このたび獅子舞用具の新調と、まわし手・子役
の衣装を整備しました。この助成事業は、宝くじの収益金を活
用し、コミュニティの活性化を図るために行われているものです。
新しくなった獅子頭や衣装などは、10月19日に鳴門ウチノ海総合
公園で開催された鳴門のまつりで披露されました。

宝くじ助成事業で獅子舞用具を新調
市場獅子舞保存会が鳴門のまつりで披露

新調した獅子頭などを披露する保存会のメンバー

10月19日
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　市立図書館ロビーで10月１日、市教育委員会とNPO法人「ふ
くろうの森」が、市立図書館窓口等業務委託の拡大を記念した
セレモニーを行いました。この拡大により、10月から仕事の帰り
にも利用しやすくなるよう閉館時間を午後７時までに延長し、サー
ビスの向上をさらに図ります。今後も同法人と協働で運営し、よ
りよい図書館づくりを目指していきます。

図書館の閉館が午後７時に
NPO法人「ふくろうの森」への業務委託を拡大

10月１日

挨拶する同法人の板東 武 理事長

　10月４日、大津西小学校体育館でうずしお少年少女消防クラ
ブ大津消防隊11人が参加し、避難体験キャンプを行いました。
　避難生活の大変さを身をもって知ることを目的に開催されたこ
のキャンプ。停電を想定し、懐中電灯の明かりを頼りに食事を
作ったほか、体育館内で各自のプライバシーを守るためのブー
スを段ボールで作り、その中で一夜を過ごしました。翌朝にはロー
プワーク訓練などを行い、防災への意識を高めました。

避難所生活を体験
大津消防隊の児童11人が避難体験キャンプ

プライバシーを守るためのブースを協力して作る隊員ら

10月４日

 　昭和49年11月16日、撫養町木津の金刀比羅神
社境内に「はっけよい、のこった！」の勇ましいかけ声
が10年ぶりに響き渡りました。
　金刀比羅神社の奉納相撲は江戸時代安永年間

（1772～1781）に始まったとされており、阿波藩
主・蜂須賀公も見物に訪れたそうです。大正時代
から昭和の初期の全盛期には地元力士のほかに
大阪や和歌山、香川からも参加者があり盛況をき
わめました。戦後も奉納相撲は開催されましたが、
相撲人気の衰えと出場する力士が減ったため同39
年を最後に中止されていました。
　同49年、地元民から伝統ある相撲大会の復活を
望む声がわき上がり、第１回県実業団鳴門大会として10
年ぶりに開かれました。江戸時代から受け継がれた土俵
や山の斜面を利用して造られた石積みの観覧席も往時
をしのぶ姿で再現されました。当日は県内の国体選手
のほか市内の事業所・青年団、遠くは香川県や兵庫県
からもアマチュア力士約60人が集まりました。取り組み
は個人・団体戦のほか三人抜きや五人抜きなどの対戦
が組まれ、観客席に陣取った相撲ファンは熱戦に大喜び。
地元出身の選手やひいき力士に掛け声や拍手で熱い声
援を送っていました。
　毎年、大会前には地元民が観覧席や会場設営の整備

を、また市相撲連盟が土俵づくりに努めてきました。土
俵に活気が戻ったかにみえた金刀比羅相撲もその後、
相撲人口の減少で出場選手がだんだんと減り、同57年
から再び中止されました。
　しかし、平成11年、寂れた秋祭りのにぎわいを取り
戻すためには相撲大会の復活が必要との機運が高まり
ました。そして子どもたちに相撲の普及をはかろうと装
いも新たに「わんぱくこんぴら相撲」として再開しました。
現在は市民体育祭相撲大会を兼ねて保育園児から小
学生までの豆力士約100人が元気いっぱい、相撲に興
じています。

こんぴら相撲10年ぶりに復活を語る
一枚の写真

昭和49年
（1974）
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鳴

門
市

秘
書

広
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課
鳴

門
市

撫
養

町
南

浜
字

東
浜
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市

民
の

う
ご

き
＝

 ９
月
30日
現
在

世
帯
数
	
26,404	世

帯
	（
前
月
よ
り
	27世

帯
増
	）	
出
生
	
33人
	
死
亡
	
59人

人
　
口
	
60,914	人

	（
前
月
よ
り
	
6	人

	減
	）	
転
入
	
150人

	
転
出
	
130人

※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮し作成しています。

　火災が発生しやすい時期を迎えるにあたり、火災発
生を防止し死傷事故の発生を少なくするため、全国火
災予防運動が11月９日から15日まで実施されます。
　この運動に合わせて市内では、11月12日（水）午後４
時からパワーシティ鳴門店で桑島小学校の金管バンド
が火災予防の普及を目的として演奏を行います。
　一人ひとりが防火意識を持ち、火を使用する場合に
は十分に気を付けましょう。

11月９日～15日は
秋季全国火災予防運動期間です

問市消防本部 予防課 ☎088・684・1333

「もういいかい  火を消すまでは  まだだよ」
－ 平成26年度全国統一防火標語 －

■ 家庭内での火災危険ポイント
　 自身だけでなく家族の行動にも目を配り、
　 家族みんなで火災を予防しましょう。

ごみの野焼きは禁止
　「隣の空き地でごみが燃やされ悪
臭がする」「煙で洗濯物が干せない」など、野焼
きの苦情が市へ寄せられています。野焼きは
悪臭や煙による近隣住民とのトラブルのほか、
有害物質が発生する恐れがあります。
　ごみの野焼きは一部の例外を除き法律で禁
止されています。家庭ごみは庭などで焼却せ
ず、決められた方法で処理してください。
問市環境政策課 ☎088・683・7571
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